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序 章
第 1節 研究の動機及び 目的
体育学習で、人気のある運動の 1つにボール運動・ 球技 (以下、ボールゲーム)が
ある。 ボール操作の技能が高い子 どもは、ボールゲームの特性 に触れてゲームを楽 し
むこ とができている一方で、ボール操作の技能が身に付いていない子 どもは、ボール
ゲー ムの特性 に触れ ることができずゲームを楽 しむ ことができていない。その大きな
要因 として、そのよ うな子 どもは、ボール を うま く捕 ることができないことが考えら
れる。岩 田は『 体育科教育』誌で行われた座談会 (藤井・岩 田・佐藤 、2003)におい
て、子 どもの「捕」の実態について「例 えば投げ られたボール をキャッチす ることが、
子 どもたちは上手 じゃな くなつてきています よね。それは受 け方ができないん じゃな
くて、時間 と空間の中で動 くものに どうやつて体 を対応 させ るか とい う感覚の世界が
耕 されていない。」か らと指摘 している。ボール遊びの経験が少ない子 どもは、動 くボ
ール に合わせて体を動かす ことやボール を扱 う感覚が十分に耕 されていない。そのた
め、ゲーム中にボールヘの恐怖心か ら逃避行動 を した り、味方か らパス されたボール
を落球 した り後逸 した りして、ボールを捕 ることができないのである。落下点に移動
す らできなかつた りす ることもある。 自らの実践でもこのよ うな子 どもの姿 をよく目
にしてきたことか ら、ボールゲームを学習す る前段階の低学年では、ボール を扱 う感
覚や動 くボールに体を合わせて動かすボール遊びを十分に経験 させなが ら、「捕」の感
覚を養 つた り技能を身 に付 けさせた りして、子 どもに意欲 と自信 を高め させ てお くこ
とが大切であると考 える。
従来、子 どもたちは、 日常の遊びを通 して、ボールを投げることや捕 ることの技能
を身 に付 けてきた。例 えば男子は、空 き地でバ ッ トとボール を使 つて野球遊び (三角
ベースな ど)をしてきた。 また、親子や兄弟でキャッチボール した り、壁 にボールを
当てて眺ね返つて くるボール を捕 つては投げることを した り、屋根の上にボール を投
げて落ちて くるボール をキャッチ した りして遊んでいた。一方、女子はボールをつ く
マ リツキ遊びを通 してボールに親 しむ中で 「捕」の感覚が養われてきた。 しか し、現
在は子 どもを取 り巻 く環境が変化 し、安全面を理 由に遊びを制限す る場所が増 え、テ
レビゲームやカー ド遊びな ど体を積極的に動か さない遊びが増えてきている (図1:中
村、2000・2015)。また、サ ッカー人気に伴い、足でボールを操作す る遊びが多 くな り、
現在 30才以上の大人が子 どもの頃に していたよ うな手でボールを操作す る遊びをす る
子 どもは少な くなっている。それ によ り投・捕 の技能が十分に身に付いていない子 ど
















ボール操作には、「投げる、つ く、転がす、当てる、捕 る、蹴 る、止める」な どが挙
げられ、 これ らのボール操作の技能 を習得 させ 向上 させてい くことは、ボールゲーム
の学習の質を高めてい くためにも重要になる。特に 「投」 と「捕」は身に付 けさせて
おきたい基本的な技能であ り、ボールゲームにおいて必要不可欠である。 また、金子
ら (1993)が「『 捕 ると投げる』の組み合わせ運動 はバ レーボールな どに見 られ る『 手
で打つ』運動に発展す る」 とい うよ うに、「捕」 と「投」は他の動 きの基盤 となる技能
として も重要 となる。「投」 と「捕」は、ボール保持者 とボール非保持者 を繋 ぐために
必要な技能であ り、スムーズな攻防を展開す るためには 「捕」が よ り重要なボール操
作になる。言い換 えると、ボールゲームにおいて 「捕」は、ボール を 目的地点まで運
ぶための中継所や ゴール地点 としての機能を果たすたのである。そのため 「捕」が上
達すれ ば、攻撃や守備で協力的に動 けるようにな り戦術 を活か したゲームが楽 しめる
ようになる。
しか しなが ら、体育学習では 「投」に関る教材開発や授業実践の報告が数多 く見 ら
れるが、「捕」に関 しての報告は少な く十分ではない。 (松本・ 宮崎 ら、2013:大野・
竹田ら、2013:宮永 0本田、2014)。その理由として次の点が考えられ る。 1つ目は、
文部科学省が毎年実施 している全国体力・運動能力調査には 「投」(小学校は、 ソフ ト
ボール投げ)の調査項 目があ り、数値 として投能力が示 され るため教師の 「投」への
意識や関心は高いが、「捕」に関 しては調査項 目がない ことか ら「投」 と比較 して意識
や関心が向け られていないこと。2つ目は、「捕」はオープンスキル (開放スキル)で、
ボールの大小・重軽 0形状 0速度 0軌道・捕球動作の種類な ど多 くの変数が関与す る
ため指導が難 しいこと。 3つ目は、ボールゲームの得点は 「投」によつて獲得 され る
種 目が多 く、「捕」が得点になるゲームが少 ない こと。例 えば、小学校学習指導要領
(2008a)及び指導書 (1989)、解説編 (1999、2008b)で、これまでの低学年ゲーム
領域 の内容の例示 を見ると「的当てゲーム」「シュー トゲーム」「ドッジボール」の 3
つに分類でき、 これ らのゲームは、シュー トす る (投げる)局面を誇張 した標的に当
てるターゲ ッ ト型ゲームである。それ らは、ボール を遠 くに投げることや正確 に投げ
るこ とで 「投」の技能習得をね らつたゲームである。 ドッジボールは、投げる (当て
る)、 捕 る、ボールを 「かわす」 とい う技能の習得を 目指す教材 として多 くの学校で扱
われている。 ドッジボール (Dodgeba11)の「dodge」とは、「ひ らりとかわす」 とい う
意味であ り、相手が投げてきたボールか ら身をかわす ことが ドッジボールの本質的課
題であるため、 ドッジボールは 「捕 る」教材 とは言い難い こと。 4つ目は、現行の学
習指導要領 (2008a)においてボール運動が戦術中心の学習になるなかで「ボールを持
たない ときの動き」の指導 に重点が置かれ、「ボール操作」の指導に焦点が当た らなく
なつていること。以上の ことか ら、 これまでは 「捕」 に十分な焦点が当て られず体育
学習ではあま り扱われて こなかつた と推察す る。だか らこそ 「捕」を扱 う教材 が必要
で、そ こではボール に触れ る時間や回数がた くさん確保 され、子 どもたち一人ひ とり
に捕球の機会が保障 されていること。そ して、成功体験が得 られ技能の習得や 向上に
つなが り、意欲や 自信が高め られ るよ うな教材 を考えなければな らない。
そ こで本研究は、低学年 を対象 とした 「捕」に焦点化 した教材づ くりを行 い、その
教材 を用いた授業実践か ら得た結果や知見を報告 し、「捕」の教材のプ ログラムの一試
案を提示す ることを 目的 とす る。






















筆者 自らが授業者 となつて、開発 した教材で子 どもの動 きや反応 を確かめ、それに
よつて表 出 した問題点について修正等を図 り、より質の高い教材 に改変 してい くこと
をね らい として授業実践を行 う。
・ 期 間 :平成 27年2月 (全8時間)
・対 象 :兵庫県 S市立 F小学校 第 2学年 (全11名)
。授業者 :F小学校 男性教諭=筆者 (小学校教師 10年)
・ 検証方法
毎時間 ビデオ撮影 したメイ ンゲームのVTRと授業者 の記録を合わせなが ら、ゲーム
の様相、捕球率、捕球形態について分析する。児童については、形成的授業評価、学
習カー ド、感想文を通 して授業評価 を実施 し、開発 した教材の有効性 を検証す る。
③ 追試授業
試行的授業の検証 を踏まえ、修正 を加 えた教材 で追試授業を実施す る。開発者 によ
る実践だけでな く、指導者や学習者 (学習集団)が変わつて もそれが効果的な教材で
あるかを検証す る。
・期 間 :平成 27年6月 (全7時間)
・ 対 象 :兵庫県 S市立 J小学校第 2学年 (全34名)
兵庫県 S市立 F小学校第 2学年 (全17名)
・授業者 :J小学校 男性教師 (小学校教師 2年)
F小学校 女性教師 (小学校教師2年)
・検証方法
毎時間 ビデオ撮影 したメインゲームの VTRや著者の観察記録 を合わせ、ゲーム
の様相や捕球率や捕球形態 (F小)を分析す る。 また、捕球の失敗 (F小)を分析
す ることで、子 どものつまず きについても検討す る。児童に対 しては、単元終了時
に授業評価や感想文を書かせ るとともに、指導者には実践終了後に、授業観察者 (S
市内の体育研究部員)には授業観察終了後に自由記述 によるコメン トを書いてもら
い、それ らを総合的に評価 し、教材 について検証す る。
(4)「捕」の教材プログラムの提案
実践か ら得た知見をもとに して、プ ログラム例 (単元計画等)を提示す る。
第1章 先行実践の批判的検討
一 「捕」についての予備的考察から―
本章では、具体的な教材づ くりに向か う上での予備的考察 として、「捕」についての
基礎的な理解 を図るとともに、低学年の児童が身に付けてほ しい「捕」を明 らかに し、
先行実践の特徴 と課題について考察す る。
第 1節 捕球の定義
ボールゲームでは、「ボールをキャッチす る」 ことを 「ボールを受ける」や 「ボール
を捕 る」と言 うことがあ り、「受 ける」や「捕 る」を混合 して使われている場面が多い。
例えば、小学校で多 く実践 されている ドッジボール とバスケ ッ トボールのキャッチを
想起 してみ よ う。 ドッジボールでは、ボール保持者が相手 コー トの敵 をね らってボー
ルを投げる。守備側 は、投 げ られたボールか ら身 をかわ した リキャッチ した りしてボ
ール に当た らないよ うに守 る。 キャッチす るときは、向かつて来 る勢い (スピー ド)
のあるボールが、胸か らお腹の高 さであればボール を迎 え入れ るよ うに両手 と腹部で
しつか りと包む よ うにキャッチ (ベリーキャッチ)することが多い。バスケ ッ トボー
ルでは、直接味方にめがけてのパス (対人パス)の場合、パスをもらう人は 自分に向
かつて来 るボールをキャッチす る。また、空間へのパスの場合、空間へ投 げ入れ られ
たボール を追いかけて行 きキャッチす る。 このよ うなキャッチの例か ら「受 ける」 と
「捕 る」は同 じなのか、それ とも違 うのかを考えてみ る。
そこで最初に、広辞苑で「受ける」と「捕 る」を引くと、次のよ うに記 されている。
「受 ける」:「(下降 して くるものや向かつて くるものを)ささえとめる。うけとめる。」
「捕 る」:「捕まえる、 とらえる、捕獲す る」
広辞苑 に記 されている意味か らす る と、ボール を受けるとは 「自分に向かつて くる
ボールを、受け止める」 ことで、更に 「受け止める」は、次のように記 されている。
「受け止 める」:自分の方に来 るものを受 けて、その進みを止 める。また、攻撃を受
けて防ぎ支 える。
よってボール を受けるとは、「自分に向かつて くるボールを受けて、ボールの動きを
止める」 ことになる。捕 るは、動物 を捕 まえる、捕獲す るとい う意味合いか ら、獲物
を追いかけるイ メー ジがあ り、捕の漢字 には “手"辺が用い られていることか ら、ボ
ール を捕 るは 「自分か らボールを追いかけて、手で捕 らえる」 とい うことになる。
次は、ボールに対 して 「キャ ッチす る人の動 き」 と 「ボールの捕 り方」に分 けて、
それ を辞書的な意味 と合わせてみる。キャッチす る人の動 きでは、 ドッジボールのキ
ャッチやバスケ ッ トボールの対人パスのキャ ッチは 「自分に向かつて くるボール を迎
え入れ る」動 きにな り、空間へのパスのキャ ッチは 「自らがボール を追いかける」動
きになる。 この場合、前者 はボールに対 してキャ ッチす る人が受動的であるのに対 し
て、後者は能動的 と捉 えることができる。向かつて くるボールを迎え入れ ることは「受
ける」にな り、 自らボールを追いかけることは 「捕 る」 とい うことに しては どうか。
次にボールの捕 り方は どうか。バスケ ッ トボールの場合、ボール を手で捕 らえる “ハ
ン ドキャッチ"が用い られ るため辞書的な意味の通 り、手で捕 るハ ン ドキャッチが「捕
る」 になる。 しか し、 ドッジボールのベ リーキャ ッチは、手で捕 るに該 当 しないこと
か ら「受 ける」 とい うことにす る。
しか しなが ら実際のゲーム場面では、ボールに対 しての動 き とボールの捕 り方は、
組み合わ されてキャ ッチ しているので、表 1のよ うな4つのキャッチパ ター ンが考 え
られ る。




Aパター ン 迎え入れる 両腕
。上体を使つて包み
込む(かかえ込む) 向かつて来るボールを迎え入れ、包み込むようににキャッチ
Bパター ン 迎え入れる 手で捕らえる(ハンド) 向かつて来るボールを迎え入れ、ハンドキヤッチ




Dパター ン 追いかける 手で捕らえる(ハンド) ボールの方向へ追いかけ動き、ハンドキヤッチ
仮 に 「受ける」を 「自分 に向かつて来 るボール を迎え入れ、包み込む よ うなキャッ
チ」 を Aパターンとし、「捕 る」を、「自分か らボールを追いかけて動 き、手で捕 らえ
るキャッチ」をDパター ンとする。そ うす るとBとCのパ ターンは どちらに分類 され
るのか。ボールに対 しての動 きで考 えると、Bパターンは受ける、Cパターンは捕るに
なる。また、ボールの捕 り方で考えると、Bパターンは捕 る、Cパター ンは受 けるにな
るため説 明す ることが難 しい。
今度は、「受ける」 と「捕 る」の 目的で考 えてみる。ボールを受けるは 「ボールの動
きを止 める」 ことで、ボール を捕 るは 「動いているボールをつかまえる」 ことが 目的
になる。 両者 ともに動いているボール をキャ ッチす ることは同 じであるが、そのボー
ルを どうしたいのか とい うことに違いがあるのではないか。ボール を どうしたいのか
と思 つているのはキャッチす る人の意志である。そのことは、 目的を果たすために 自
らの意志で動いているはずである。そ うなると 「受ける」 も「捕 る」 も自分か らの能
動的な動 きとい うことである。
そ こでなぜ ドッジボールでは、ベ リーキャッチなのか。それは、ボール を落 とした
ら、そのボールの動 きを止 めるとい う目的は果たせ な くな りその人はア ウ トになつて
しま う。 そのためにボール を迎 え入れ、ボール を落 とさないでキャ ッチす るとい うこ
とが確実な方法である。だか ら ドッジボールのベ リーキャッチは、ボールの動 きを止
めるため 「受ける」 となる。
次に、「捕 る」を考 えてみ る。 自らが対象物を追いかけて手でつかまえることだけが
捕 るになるのか。例 えば、子 どもたちが トンボや蝶 を捕 まえよ うとしている様子を思
い浮かべてみる。子 どもは飛んでいる トンボや蝶 々を追いかけて捕 まえよ うとしてい
るで しょう。また、追いかけず に トンボや蝶 々が飛んで来そ うな ところで待 つて捕 ま
えよ うともす るで しょう。更には、通 り道 に罠を仕掛 けて捕 まえる子 どももいるで し
ょう。 これ らは トンボや蝶 々の動 くものに対 して受動的か能動的かではない ことが分
かるで しょう。 トンボや蝶 々の動いているものを捕まえるとい う意志で子 どもは能動
的に動いている。そ して、その動いているものを どのよ うに捕まえて もその 目的が果
たせた らすべてが捕 るとい うことになる。 よつて、手で捕 るだけが捕 るとは言 えない
だろ う。だか ら ドッジボールのベ リーキャッチ も捕 るとい うことができる。
そ うなると、受けると捕 るは違つた ものではな く同 じになる。但 し、両者の関係は、
「捕 る」 とい う中に 「受ける」が含まれていると考 えるのが妥当であ り、「受ける」は
狭義の 「捕 る」 とい うことに位置付 けることができる (図lB)。
では どうしてバスケ ッ トボールでは、 ドッジボールのよ うなキャッチを しないのか。
ハ ン ドキャッチはボールを捕 つた後にす ぐに、パスや シュー トな どの次のボール操作
に移 しやすい有効的なキャ ッチの方法である。 もし、 ドッジボールのベ リーキャ ッチ
をす ると、一度、ボール を手に持 ち替 えなければな らな く、次のボール操作 に移 るま
でに時間を要 して しまい、その間に相手がボールに寄つて来やす くなる。そのため、
バスケ ッ トボールやハ ン ドボールな ど攻守入 り乱れゲームでは有効的なキャッチの方
法ではない。 しか し、 ドッジボールの場合は、ボール を落 とさないために確実にボー
ルを受け止めることが最優先のために適 したキャ ッチの方法 となる。 キャッチ して投
げるまでには、キャ ッチ した位置か らコー ト中央のラインまで駆 け寄つて行 く間に、
ボール を手に持 ち替 えるだけの時間が十分あるためベ リーキャッチが有効的である。
しか し、味方同士で攻撃 を組み立てるためにボールを回す場合は、ハ ン ドキャッチを
使 うことが ドッジボールで も有効的になる。 この よ うに、ベ リーキャッチはボールの
動 きを止 めるために適 した方法であ り、ハ ン ドキャッチは手で捕 ることで次のボール
操作につなげるのに適 した方法である。
そこで本研究では、「ボールを受ける」は、「ボールの動 きを止 めるための捕 り方」
とし、「ボール を捕 る」は、「次のボール操作につなげるための捕 り方」 と定義 し、両
者 を合わせて 「捕球」 と呼ぶ ことにす る。
A)「受 ける」 と
受ける
「捕 る」が異 な る B)「受 ける」は 「捕 る」に包含 され る
図 1:「受 ける」 と「捕 る」の関係図
受ける
第 2節 捕球の発達段階
子 どもは共通の発達の系列に従 つて、基本的な運動スキルは習得 されていき、年齢
的な変化 に伴 つて運動パ ター ンは洗練 されて熟達 してい く。ただ し、スキル を習得す
る速度は環境な どによつて左右 され個人差が生 じる。
発育・ 発達途上の子 どもの運動 (体育)を指導 してい く小学校体育では、それぞれ
の年齢 。発達段階において、 どのよ うな運動パ ターンが示 され るのか、その特徴 を把









この 3段階 ともボールの下側か ら捕球す る方法のため、フライボールの落下時などに
は有効であるが、速い低いボールな どの捕球 には当てはま らない捕球の仕方である。
また、向かつて来 るボールが転がつて くるボールか、フライボールかによつて捕球の
困難 さは異なつて くる。
マイネル (1960,金子訳 :1981)によると、子 どもが大きなボール (体操用 ぐらい)
を手だけで確実に捕 るまでには 表 2のよ うな形態発達 を示す とい う。一般的に年齢 と
ともに捕 ろ うとす る構 えが高められ どん どん分化 してい く。捕 る動作のなかに少 しず
つ全身が参与 し、 さらにか らだで受けるような捕 り方か ら6歳ごろには手だけの捕 り
方に発達 してい くのが確認 されている。
宮丸 ら (1981)の実験によると、直接飛来す るボール (aerial ba11)に対す る捕球
動作は、典型的な5つの捕球動作型が把握 されている。そのパ ター ンの特徴は図2の
通 りでゝその捕球動作は加齢によつて発達 し、捕球の成功回数 も増大す ると報告 され
ている。
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年少児 (3～4歳)の段階は Arms Straight型が多 く、ボールに対 して恐れ る反応
として頭 を後方や側方へそ らせ る逃避反応が顕著にみ られ る。年 中か ら年長児 (4～
6歳)の段階では、Scoop―up型や Clutching型である。また、小学校 102年生では、
Hands―Catch型は移行期であ り、小学校 3年生になれば、手のひ らだけで捕球でき
るHands‐Catch型がほ とん ど完成 をむかえる。動作様式の性差は小学校 2～3年生で
著 しく、男児の方が早 く熟達型 (Hands catch)に近づ くことが示 されている。5つの
動作型の出現は、加齢につれて捕球動作の協応性が著 しく向上 し、よ り洗練化 された
動作様式へ と発達過程が とらえられている。 5～6歳か ら小学校 102年までの時期
は、Arms‐Body Catchレベルか らHands‐Catch型へ と急速に技能が伸びる臨界期 とみ
られ、この時期の基本運動における重要な課題の 1つとして さまざまな Hands‐Catch
が取 り上げ られ るべきであろ うと宮丸 らは示唆 している。
以上、3者の先行研究の知見 より、ボールを捕 る形態は、腕 と上体を使 つたかかえ
込みの形態か ら手だけでボールを捕 る形態へ熟達 してい く。ただ し、形態の変化は単
なる加齢 によるものだけでな く、ボール を捕 る遊びの経験によつて習熟度 に差が現れ
る。そのため、捕の上達には、ボールを捕 る豊富な機会の遊びが不可欠で、ボール遊





与す るため とて も難 しい技術である。そのため、捕球 には多 くの変数 を持つ様々なボ
ール に対応す る能力が必要 となる (1982、星川 0鬼頭 )。 実際のゲーム場面では、その
ときの状況に応 じて 自らの体の動 きをコン トロール しなが ら捕球 しなけれ ばな らない
ことか ら、体力要素で言 うな らば、ま さに、「調整力」が関与す ると言 える。
そ こで、本節では、調整力の視点で捕球に必要な能力 を整理す る。
第 1項 調 整 力 とそ の分類
調整力 とは、「体カー行動力の一要素であ り、運動 をコン トロールす る能力」のこと
で、脳や脊髄 といつた神経系 との関わ りが強 く、一般的には運動の現象の要因か ら「素
早 く動 くための敏捷性」「巧みに動 くための巧緻性」「姿勢 を うま く整 えるための平衡
性」 の3つに分類 されている。 しか し、 1つ1つの運動 にあてはめた場合、何 を主な
ね らい とす るかがつかみにくく、具体的に どのよ うに して育てていけばよいか となる
と明確ではない。例 えば、跳び縄 を使 つた教材 (なわ とび)で一般的な調整力の考え
方をす ると、動いている縄 を眺ぶためには、敏捷性・巧緻性・ 平衡性 の どこにね らい
を置 くかは分か りづ らく、その運動 自体すべてを含んでいるため育てたい力が定ま ら
なくなる。
高 田典衛 (1967)は「調整力は、筋力や骨の変化ではな く、大脳 の運動 中枢 で起 こ
つている変化、つま り中枢神経の変化であるといわれている。神経が互いにかかわ り
合つて興奮を伝 え、動 きを起 こし、一定の神経回路が構成 され、動 きのバ ランスや タ
イ ミングをとりなが ら、 リズ ミカル に しか もか らだの解緊 (リラクセーシ ョン)がな
され 、むだな力を入れず美 しい動 きができること、そ して、調整力の最後の決めて と
して正確 さに対す る感覚的動 きである」 と述べている。 この考 え方 をもとに静岡県横
内小学校 (1975、横内小)では、調整力 を位置感覚 (「位置に関す る調整力」)、 動 くも
のに体を合わせ る感覚 (「視覚調整力」)、 音や リズムに体を合わせ る感覚 (「聴覚調整
力」)、 その他の要素 (「補助的調整力」)と分類 して体育実践を行 つてきている (図3)。
位置感覚は、 自己の体を自己が意識的に操作す る運動感覚のことで、逆 さになつた
ときの感覚 (逆さ感覚 )、 高 さに関す る感覚 (高さ感覚 )、 バ ランスをとる感覚 (平衡
感覚 )、 回転 しよ うとす る感覚や回転 しているときの感覚 (回転感覚 )、 振 りの感覚の
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5つに分け られ、 これ らの感覚的動 きは運動すべての分野に関与 している。視覚調整
力は、移動物体や静止物体に対 して、 目を通 して瞬間的にそれ を提 え、その位置 。方
向・速度 を正 しく判断 し、体 を協応 させ る運動感覚である。例 えば、ボール操作 (投
捕、 ドリブル、打つな ど)や短なわ・長 なわな どが代表的なもの として挙げ られ る。
聴覚調整力は、音や リズムに体を合わせ る感覚の ことで、音 に敏感 に反応 して、運動
を起 こす感覚の ことである。最後に補助的調整力は、位置感覚・視覚調整力・聴覚調
整力の3つだけでは従来の調整力が網羅できない側面である「筋感覚」や 「触覚」、ま
たは、「心像・形象 (イメージ)」 を持 った運動感覚のことですべての運動 に関与 して
いる。
















第 2項 捕 球 に必 要 な調整 力
捕球は、飛んで来 るボールの位置 を判断す るとともに、その速度、方向等を瞬間的
に予測 しつつ、必要な筋力 を働か して、体を協応 させ なければな らない。そのために
は どのよ うな能力が必要かを考えるために、捕球 を「捕 に至るための動 き」と「捕 (捕
り方 )」 に分けて考えると、図4のよ うに、捕球に必要な調整力は示 され る。
ちなみに 「捕 に至 るための動 き」 とは、ボールの正面や落下点に身体 を素早 く移動
す る動 きのことで、ボールの捕 りやすい位置に移動す る動 きのことである。一方、「捕」
は、ボールの捕 り方のことで、「両腕や上体 (胸)を使 つてボール をキャッチ (かかえ
込みキャッチ)」 と「手のひ らだけでボール を掴むキャッチ (ハン ドキャ ッチ )」 の 2







図4:捕球の構造 と必要な調整力 (筆者作成 )
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捕球に必要な具体的な能力を説明 してい く。
捕球 に限 らず どのよ うな運動において も、 自分の体の姿勢や位置に対 して素早 く情
報を把握 し、迅速に判断をくだす ことが必要 となるため、位置感覚は運動 の基底 をな
し、欠かす ことができない能力である。例 えば、ボール を捕 る際、少々無理 な体勢で
あつて も、 自分の空間における姿勢 をよく知 り、ボールの速度や方向や位置 を瞬時に
把握 し、タイ ミングよくボールを捕 ることができるのである。
また、捕球では、 自分の体を動かすだけでな く、飛来す るボール に対 して 自分の体
を合わせて動かせなければな らないため視覚調整力が大きく関係す る。眼 とい う受容
器 を通 して得た外界の情報 を基に適 当な判断をくだ して、体の動 きを決定 させ正確 に
運動 を発現す ることが重要な能力 となる。 同時に、 どこヘボールが飛来す るかをボー
ルの軌道や速 さか ら予測 して、その位置へ素早 く移動 しなければな らない。予測が遅
れた りできなかつた りす るとい と捕球や捕球 自体ができな くなるため、ボールの動 き
の先取 り (先取 りす る能力)も重要な能力 となる。先取 りす る能力は、小学校低学年
では少 ししか有 していないが、練習や経験 を重ねることで正 しく先取 りす ることがで
きるよ うになるとマイネルは述べている。先取 りす る能力は、手だけで捕 るハ ン ドキ
ャッチの前提 ともなるため欠かす ことはできない。
最後 に、ハ ン ドキャ ッチでは、手でボールを握 ることか らボールをつかんだ感覚や
ボール に触れた感覚である 「触覚」や、ボールが手に対 して どの くらいの圧力で押 し
ているのか、それに対 して どれだけの力で支 えておけばボールは落ちないか、ボール
の重心が手の どこにかかつているか等 を感知す る感覚すなわち「筋感覚」 も必要であ
る。触覚や筋感覚 とい う運動感覚である補助的調整力 も重要な能力の 1つである。
この よ うに多岐にわた り能力が関与す るため捕球は難 しいボール操作の技能である。
そのため小学校低学年では多様な動 きを数多 く経験 させ る中で、 自分の体 を 自己の意
のままに動かす ことができる感覚 (位置感覚)を捕球の上達 に限 らず高めてい くこと
が重要である。そ して、「捕」に至 る動 き として、ボールに対 して 自分の体 を合わせて
動 く 「視覚調整力」 と、手でのボールの扱いに慣 らしてい くため筋感覚や触覚の 「補
助的調整力」 を養 つてい くことが捕球の上達につながるとして、ボールを使 った遊び
やゲームを通 して上記の能力が養 えるよ うな教材づ くりを考 えていく。
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松本 ら (2013)は、小学校低学年 (102年生)を対象 に した捕球課題 の学習プロ
グラムを体育授業で実施 し、捕球動作の選択の学習可能性お よび捕球技能向上に対す
る学習効果の検討 を 目的 とした研究成果 を報告 している。その学習プ ログラムは、身
体を使 って捕球す る動作か らハ ン ドキャッチ動作での捕球改善、捕球動作の選択 と体
幹の移動の習得 をね らって構成 されている。 このよ うな捕球課題のプログラムを全 20
時間の授業を 2期に分け (各10時間・休止期間約4か月間)、 授業の冒頭 15分程度で
実践 している。長期 にわたつた実践は、教材 に触れている期間が長 くなることが子 ど
もの技能 をよ り伸ばす ことや、捕球技能に関 してはある程度の練習 を保障すべきとの
先行研究の知見に基づいてである。各期の第 1時と第 10時には、捕球技能テス トを実
施 し、その方法は、児童に対 して4m離れた地点か らボール (1号球)を児童の胸 より
も高めの位置、児童の胸 よりも低めの位置、児童のいる位置 よりlmそらした位置の 3
か所 にランダムに 3回投げ、両手で捕球 させ る。評価・ 分析は、捕球動作の選択に限
定 して検討 したため、移動 を伴わない身体の正面に投げたボール に対 しての捕球で、
胸 よ り高めの位置 と胸 よ り低 めの位置のボールのみを対象 としていた。その結果、第
1期ではハン ドキャッチの動作への改善がみ られたが、その動作はボールの高 さに対
して適切ではない動作が多かった。 しか し、第 2期の捕球動作の学習によつて、ボー
ルの高 さに対す る適切な捕球動作 を選択 (上ハ ン ドキャッチ と下ハ ン ドキャッチ)で
きるよ うにな り、それに伴いハ ン ドキャッチの動作で捕球できる児童の割合が高まっ
た。以上のことか ら実践 した捕球課題 のプログラムが、捕球成功の促進 とい う捕球技
能向上に対す る学習成果が示唆 された と報告 している。 しか し、 この研究では、身体
の正面のボールに対 しての捕球動作である「捕 (ハン ドリング)」 のみを評価 。分析 し
た結果であるため、飛来す るボールに対 しての捕球者の動 きは伴わっていない。また、
実践 された捕球課題のプログラムはボール操作 (捕球)の感覚を高めるための ドリル
教材 であるため、単元 を構成 して捕球を課題 としたメイ ン教材 (ゲー ム)としての実
践ではない。
一方、大野 ら (2013)は、捕球能力の向上に視点を向けた教材開発 を 目的 として、
捕球 を技能課題 とす る易 しいゲームであるバ ウン ドキャッチゲームの教材 を開発 した。
そ して、低学年段階において、ボールの捕球機会が保障 され るゲームを中心に据 えた
1単元の授業が、捕球技能の向上に どの程度の学習成果 を実現 しうるのかについて実
践的に探究す ることをね らい として、開発教材 を用いて2年生を対象に実践 (全8時
間 :前後簡易スキルテス ト含む)された結果 を報告 している。 このゲームは、ネ ッ ト
中央に して縦 5m、横 3mのコー トで、中央に高 さ80cmゴム紐 を張る。コー ト後方に
得点の高いエ リア として、意図的に軌道の長 めのボールが返球 され るよ うな空間を設
定 している。本教材 は、 自陣 コー トにバ ウン ドさせてか ら相手 コー トヘ投 げ入れ、ネ
ットを越 しにくるボール を直接捕球す る課題 のゲームである。使用球は、 ミニ ソフ ト
バ レーボールである。簡易スキルテス トの方法は、投球者 と捕球者が5m離れ、その
間に高 さ 1.5mのゴム紐 を張 り、投球者はアンダース ロー形式でゴム紐 を越 える程度の
軌道で捕球者へ 8回ボール を投入す る。投入 され る位置は、捕球者の立つ位置 (2回)・
捕球者の前後 lmの位置 (各2回)と左右の lm位置 (各1回)である。実践の結果、
簡易スキルテス トの捕球成功率は、ポス トテス トはプ レテス トよ り上・ 中・ 下位群 と
もに高ま り、特に下位群 (33_9%→62.5%へ)が著 しい高ま りを示 し、投球方向別の捕
球率 もすべての方向で上達傾 向を示 していた。 また、形成的授業評価の結果 も子 ども
から高い評価 を得ている教材であることが報告 されている。
さらに、宮内・本 田 (2014)は、ボール を捕 る動 きを高める視点で教材 を開発 し、
その教材 を用いた授業実践 (全7時間・前後スキルテス ト含む)の報告を している。
その教材 は 「トンネル コロコロ・ キャッチゲーム」 と大野 らの発想 と同様 の 「キャッ
チゲーム」である。両ゲームは、バ ドミン トンコー トの縦半分を使用 し、 コー ト中央
に高 さ 50cm(キャッチゲームは 80cm)ゴム紐で区切つている。 自陣 コー トは前後に
区切 られ前衛 と後衛 に分 けられている。「 トンネル コロコロ・ キャッチゲーム」は、転
がつてきたボールに対 して前衛は両脚の間を通過す るよ うに移動 して、後衛 は前衛の
両脚 を通過 したゴロボール を捕球す るゲームである。また、「キャッチゲーム」は、自
陣コー トでバ ウン ドさせて返球 させたボール を直接捕球す るゲームである。ボールは
ミニ ソフ トバ レーボール を使用 している。スキルテス トは大野・ 竹 田と同様 の方法で
実施 し、捕球者への投入回数を 10回で、逃避行動・捕球できる位置まで移動できない 。
捕球できるが位置まで移動できるが捕球失敗・捕球成功の観点を得点化 して評価 して
いる。テス トではスポンジ ドッジボール (円周約 56cmMIKASA製)を使用 している。
実践の結果、キャッチゲーム時の捕球率は向上傾向を示 し、スキルテス トでは、ポス
トテス トの得点がプ レテス トと比べて有意(<0.05%)に向上 した とのことか ら、ボール
の動 きを先読み して捕球す る技能の高ま りが うかがえた ことが示 され、形成的授業評
価にで も、良好のス コアが得 られ扱 った教材が 2年生に とつて適切な教材であると報
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告を している。
以上の大野 ら、宮内 。本 田の開発教材 を整理 してみ ると、 コー トの大きさか ら捕球
者は前後への対応が動 きの中心になるゲームのため、左右への対応 は比較的少ないゲ
ームであると推測す る。 また、ネ ッ トを越 して くるボール (フライボール)に限定 さ
れているため捕球者の対応 が容易にはなるが、それだけでは他のボールの軌道 に対応
する動 きや捕球は難 しい。 さらに、直接捕球のみを課題 としているため、落下点への
移動ができなかった場合 の捕球やバ ウン ドボールの捕球 を想定 していない ことが挙げ
られ る。
そ こで本研究では、ボールの軌道 を限定せず に捕球者が前後左右 に対応 して動き、
その時の状況に応 じて捕球を選択 (直接捕球かバ ウン ド捕球)できるよ うな課題 を内
包 した教材づ くりを行いたい。
第5節 まとめ
本章の考察か ら、ボール を 「受ける」 ことも 「捕 る」 ことも捕球であ り、ボールゲ
ームに必要な技能であるため、両者 とも身に付 けるべ き捕球技能であることが示 され
た。 ボール を手だけで捕 る (ハン ドキャ ッチ)ことは小学校 1・2年が移行期である
ことか ら、ボールを使 つた遊びを通 して意識的にハ ン ドキャッチを課題 に取 り入れ、
ボールを手で捕 る感覚を高めさせてお くことが重要である。捕球の構造は、「捕」に至
る動 き と「捕 (捕り方 )」 に分 けて考 えることができた。「捕」に関 しては、各種ボー
ルゲームによつてボールの捕 り方は異なるが、ボールの正面や落下点へ動 くな どの「捕」
に至 るための動 きは、各種のボールゲームにおいて共通の動 きであるため、低学年で
学ば し獲得 させたい動 きである。 しか し、先行実践では、捕球者 のボールヘの対応 し
た動 きが前後中心で、フライボール を直接捕球す る課題 ゲームであった。そ こで本研
究では、「捕」に至る動 きと合わせ なが ら「受ける」や 「捕 る」の捕球の上達につなが
るよ うな教材 をつ くりたい。そのためには、飛来す るボールの軌道 を限定せずに捕球
者が前後左右の動きが引き出せ、その時の状況に応 じて捕球 を選択 (直接捕球かバ ウ




ここでは、低学年 を対象 とした 「捕」の教材づ くりを行 うため、その教材 をどの運
動領域で取 り扱 うかを考 える。学習指導要領 を見てい くと、低学年で 「捕」 を扱 える
領域 として、「体つ くり運動」 と 「ゲーム」の2領域がある。体つ くり運動では、「多
様な動 きをつ くる運動遊び」の中の 「用具を操作す る運動遊び」(下記参照)で扱 うこ
とができるが、「捕」の教材 をボール運動系への発展 を考 えてい くことか ら以下では、
「ゲーム領域」で扱 う教材 を考えてい く。
「用具を操作す る運動遊び」の内容 と例示 (一部抜粋 )
用具をつかむ,持つ,降ろす,回す,転がす,くぐる,運ぶ,投げる,捕る ,
眺ぶ、用具に乗 るな どの動 きで構成 され る運動遊びを通 して,用具を操作す る
動 きを身に付けることができるよ うにす る。
[例示 ]
○用具を投げる,ボー ルを捕 るな どの動 きで構成 され る運動遊び
。上に投げたボールを両手や片手で とること。
(小学校学習指導要領解説体育編 よ り)
第 1項 ゲー ム領 域 とは
学校体育実技指導資料第 8集 (2010、文部科学省)には、ボール運動系の領域は、
発達の段階のま とま りを踏まえ、第 1学年か ら第4学年 は、幅広 くボール運動の基礎
を培 うことを意図 した「ゲーム」領域、第 5学年及びに第 6学年は、各型 (ゴー ル型・
ベースボール型・ ネ ッ ト型)の特性や魅力に応 じたゲームを行い、型 ごとに共通す る
技能な どを身 に付 けることを意図 した 「ボール運動」領域で構成 されている (表1)。
低学年の 「ゲーム」領域の内容は、児童 に とつてできるだけ易 しい運動 (ゲー ム)
を示す ことが楽 しい活動につながると考え、「ボールゲーム」 と「鬼遊び」が示 されて
いる。 これ らの内容は、 ゴール型やネ ッ ト型、ベースボール型の基礎 を、型 を超 えて
幅広 く学ぶ運動 として位置付 けられている。
ボールゲームでは、発達段階を踏 まえると型 ごとに共通す る特定の技能 を用いてゲ
ームす ることが難 しい。 したがって型 を超 えて幅広 くボール運動系の技能 (表2)で
?
?
ある 「ボール操作」 と 「ボール を持たない動 き」の基礎 を培 うことを 目指 し、簡単な
ボール操作の 「ボール遊び」 と簡単な規則で行われ る「ボール投げゲーム」「ボール蹴
リゲーム」で示 されている (傍点筆者 )。
表 1:「ボール運動系の領域」の構成 (文科省 2008:学習指導要領解説体育編 )
第 1・2字年 第3・4学年 第5・6学年
領域 ゲーム ゲーム ホ ー ル運 動
内容
























○ボー ルを蹴つて行うベー スポー ル

























打球・捕球・送球 (ベー スボール型 )
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第 2項 ゲーム領域 にお ける 「捕」教材 の位置付 け
ボールゲームにおける内容を 「捕」のボール操作に焦点化することから、表 3の通
り構成 した。「投」は、主に1学年を中心に扱 うこととし、「捕」については主に第 2
学年に位置付けることが発達を考慮すると適切であると考えた。具体的には、低学年




○いろいろなボール を投げた り,ついた り,捕つた りしなが ら行 う的当て遊び
やキャッチボール
○いろいろなボールを蹴 った り、止めた りして行 う的当て遊びや蹴 り合い
・大小,弾む 。弾まないな ど,いろいろなボールで,つく,転がす,投げる ,
当てる,捕る,蹴る,止めるな どの簡単なボール操作をす ること。




























運動・ ゲームをそのまま教材 として扱 って しま うとい う問題 もあ り、教材づ くりをど
のよ うにすればよいか難 しい。
そのため、本節では、 どの よ うな視点で教材づ くりを進 めるべきかを整理 し、その
視点に基づいて 「捕」の教材づ くりを行 う。
第 1項 教材づ くりの基本 的視点
岩 田 (1987、1988)は、教材について教材概念 と教科内容との関係から、以下のよ
うに規定 した。
「『教材』 とは、『 教科 (学習)内容』を学習者に習得 させるための手段であり、そ
の教科内容の習得をめぐる教授=学習活動の直接の対象 となるもの」と規定 し、また、
その教材は 「教え学ぶべき『 教科 (学習)内容』に対応 し規定されつつ、学習者主体
の諸条件に応 じて『 素材』 としての運動文化 (スポーツ)が教授学的に改変 されたも
の」
このよ うな規定か ら、教材づ くりとは、「素材」 (スポーツ種 目や技、子 どもの運動
遊びをも含む)を、教え学ばれ るべき 「学習内容」を見通 しなが ら、学習者 が取 り組
み、チャ レンジ してい く直接的な課題 に再構成 (加工・修正)してい くプ ロセスのこ












① その教材が習得 されるべき学習内容を典型的に含み持つていること (内容的視点)
「内容的視点」について
教材 には、子 どもに習得 させたい認識的 (わかる)・技術的 (できる)、 そ して社会
行動的 (関わる)の学習内容が明確 に盛 り込まれている必要がある。そのためには、
どんな能力を育てたいか、そのために何 を学ばせ るか とい う教師の願いやね らいが現
れることが重要である。学習内容の抽出で重要なのは、その学習内容 を子 ども視点 (特
に動 きが うま くできない子 ども)、 つま り、学び手側 に立って再構造化す ることであ
る。つま り、「わか りやす さ」や 「技能の獲得の しやす さ」 といった観点か ら、 1時
間の授業、さらに単元展開において確保できる時間数やそのプロセスを想定 して、学
習内容 を取捨選択 し、組み替 える必要がある。




構成 された教材が実際に子 どもの学習意欲に喚起 しないよ うなものであれば、教材 と
しての機能が十分発揮できない。学習意欲 を喚起す るためには3点が求め られ る。
(1)子どもの興味・ 関心に配慮 しなが ら、能力の発達段階に応 じた適切な課題が
提示 されている
(2)すべての子 どもに技能習得 における達成やゲームでの学習機会を平等に保障 し
ている
(3)取り組む対象が挑戦的で、プ レイの面 白さに満 ちた課題である
さらに、創 られる教材 には、レベルによつて 2つに分類 され る。1つは、1単元全体
を通 して、あるいはその多 くの部分において提示 され る教材 を 「単元教材」 とい うの
に対 して、もう1つは、単元展開の中で部分的に用い られ るもの、個々の認識的 。技
術的内容 に対応 した下位 レベルの教材のことを 「下位教材」 と言われ分類 され る。例
えば、ボール運動では、単元を通 して取 り組むメインゲームが 「単元教材」 として位
置づ き、メインゲームにつながるための 「ドリルゲーム」(ボー ル操作に関わつた技能
の習得を促す)や「タスクゲーム (課題 ゲーム)」 (ゲー ムの中で要求 され る判断に基
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づいた行動をや さしく学習す る)を下位教材 と挙げることができる。必ずすべての単
元において下位教材が必要不可欠 とい うわけではない ものの、単元教材 と下位教材 (群)
か らなる「階層的な教材づ くり」(図2)は単元構成やその展開において重要な視点 と
なる。 また、下位教材群 による知識 の獲得や技能の向上が単元教材 に取 り組む さらな
る意欲 を増幅できるよ うな関係が期待 され ると指摘 されている。
図2:階層的な教材づ くり (岩田、2012)
以上のよ うな教材づ くりのプロセスや基本的視点を踏まえ、「捕」の教材づ くりに取
組んでい く。
第 2項 単元教材 づ く り
筆者 は、子 どもたちにボール を捕 る (キャッチ)ことを楽 しみなが ら上達 させたい
思いを抱き、「捕」の教材づ くりをは じめた。
「捕」の教材を構成 してい く際の原型 として、ボールを捕 る遊び (キャッチボール )
を素材 として位置付 けた。そ して、その素材 としての遊びを、学習内容 を習得す るた
めの教材へ と再構成 (加工・ 改変)してい くために、内容的視点 と方法的視点の具体
的な内容 を次のよ うに した。 内容的視点 として、認識面 を 「ボールの正面や落下地点
に素早 く動 くとキャッチ しやすいこと」、技術面を 「ボールの方向へ動 くこと・ボール
をキャッチす ること」、社会的行動面を 「友だちにア ドバイス した り、ゲームの ときに
正 しくジャッジ した りす る」、この3点を学習内容 とした。
また、「学習意欲」を喚起す るための方法的視点 として、ボールを児童数 (最低 2人
に 1個)準備す ることで、ボールに触れ る機会 を確保 し、ゲームでは、キャ ッチを交
代制 にす ることで学習機会 を平等に保証す る。子 どもの興味 。関心を高めるために、
単純 (シンプル)で明確 な課題 (ボー ル をキャ ッチす る)にす ることでゲームに積極
的に取 り組む ことができる。 また、キャッチす る人が、相手 (敵)からのプ レッシャ
ーをできるだけ排除す るためにコー トを分離 させ る。 さらにプ レイ性の確保 のため、
キャ ッチの失敗が得点につながるのではな く、成功すれば得点にす ることで、子 ども
たちは何度 も挑戦的に取 り組めるよ うにす る。
以上のことを踏 まえて 「ゴロ、バ ウン ド、フライボールの軌道 を生 じさせ、捕球者
がボールの方向に動いて、その時の状況に応 じてキャ ッチす るゲーム」 を単元教材 と

















































ところで、本教材では、教具 として使用す るボール も重要であ り、手だけでボール
を扱 うことに慣れ させハ ン ドキャッチにつなげるね らい として、低学年の子 どもの手
の大きさを考慮 して小 さいサイズのボールをい くつか候補 として挙げた (表4)。
ボールゲームを苦手 とす る子 どもには、ボール操作の技能面だけでな く、当たると
痛い、ケガをす るな どボールに対 しての恐怖心を抱いていることがある。そ こで、ボ
ールに対 して少 しで も恐怖心が軽減 され、思いつき り体 を動かす ことで技能の習得・
向上につなげていきたいことか ら、以下の点を考慮 してボールの選定を行 つた。
① ボールヘの恐怖心が軽減できる
















(1)         :(2)
つかんだ感覚、提つた:手の大きさに合った
感覚があるボール  :ボール




































































































































































写真 :教具 として選定 したボール
(表5の3)
考案 した教材 「あつち・ こつち・ ボール キャ ッチ」は、バ ドミン トンコー ト全面を
使用 し、中央部 をゴム紐で区分す る (高さ 120～130 cm程度 )。 ゲームは、 自陣 コー ト
でボール をバ ウン ドさせて、ゴム紐 を越 えさせた り下を通 らせた りして相手 コー トに
返球 し、そのボール を捕球す るゲームである。得点は、キャッチの成功回数 とす るこ
とで、失敗 を恐れず積極的に動いてボールを捕 ることにつなげるね らいがある。
ゴム紐 を越 して くるボールは放物線 を描いたフライボールにな り、捕球者はボール
の落下点を予測 して動 くことが求め られ る。 ゴム紐 の下を通すボールでは、バ ウン ド
ボールや ゴロボール となることで、捕球者はボールのバ ウン ドに合わせて動 くことや
ボールの正面に素早 く動 くことが求め られ る。
本ゲームの課題 は、フライ 。バ ウン ド・ ゴロの軌道のボール を捕球者がその時の状
況に応 じて捕球す ることである。そのため、ボールの軌道を視覚で判断 して、ボール
の状況に応 じた捕球やそのための動 きが高まることが期待できる教材 と考 える。
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第 3項 下位教材 の考案
単元教材での技能向上につながる下位教材を考案 した。その具体的な内容 。方法と
養 うことが期待できる能力 (感覚)は以下の通 りである。
(1)来たぞ、来たぞ、ボールが来たぞ !(写真 1)
教師の掛 け声 とともに体を弾ませ (軽くジャンプ)、 ボールが飛来す る身体の部位 を
伝え られ ると同時に、ボールをキャッチす る手の形にす る手遊びである。授業冒頭で、
心 と体 をほぐす とともに、手遊びを通 してボール に対 しての手の出 し方 (自身の手を
位置変化 させ る)ことに気づかせ る意図がある。
教師&児童 :「来～たぞ、来たぞ、ボ～ルが来たぞ」
教師 :「○○ !」 (○○は体の部位 :頭・胸・おへそ・膝・爪先 )
児童 :「ボール をキャッチす る姿勢や手の形をす る」を数回繰 り返す
(2)追つかけボールキャッチ (写真 2)
前方にバ ウン ドさせ たボールを追いかけ、バ ウン ドに合わせてキャッチす る
① 個人の場合






(3)落下点でボール タッチ (写真 3)
飛来するボールの落下点を見つけ、その位置へ移動 して手のひ らでタッチす る。
ペアの 1人がボールをバ ウン ドさせ、 も う一人がボールの落下点を予測 して
動き、手の平でボールをタッチす る。慣れてい くとタッチか らキャッチに変え
てい く。
下位教材 (2)(3)は、動いているボールに対 して 目を通 して瞬時にボールを捉え、
その位置や方向、速度 を正 しく判断 させて体を動か さなければな らないため、「視覚調


























次章では、本 章で開発 した教材 (単元教材・下位 教材)を用いて単元 を構成 し、低
学年 (2年生)を対象に授 業実践 を行 う。 そ してゲー ムでの実際の子 ど()の動 きや反






筆者 自ら授業者 となつて、教材化 したゲームで子 どもの動 きや反応 を確かめ、それ






兵庫県 S市立 F小学校 2年生11名(男子 6名、 女子 5名)
なお、特別支援学級の女児 1名が在籍 してお り、特別支援学級担任が支援者 とし
て関わつた。
(3)指導者
筆者 (男性教諭 :小学校 10年)
(4)領域・単元名・ 単元計画
E:ゲーム領域  ア ボールゲーム [ボール遊び]
単元名 :「あつち・ こつち・ボールキャッチ」(全8時間 )
単元導入の第 1時は、ボールを使 つて体を動か し、「課題の共有」を図る時間 として
設定 した。毎時の導入では 「ボール に慣れ る時間」 として、体ほ ぐし運動 (手遊び )
とボールに慣れ る簡単な遊びを取 り入れ る。「あつち0こつち。ボールキャッチゲーム」
をメイ ンゲーム として、「落下点見つ け」「追つかけボールキャッチ」を下位教材 とし
て位置付ける。
っち・こっちロボール ム
































第 3時 ボールをキャッチす るために、 どこに動 けばよいか考えよ う。
第4時 ボール の方 向へ素早 く動 いて キャ ッチ しよ う。
第5時 素早 く動いてキャッチす るには どうした らいいのか考えよ う。
第 6時 ハン ドキャッチでボールをキャッチ してみよう。
第 7時 相手がキャ ッチ しに くい場所 にボール を返そ う。























・バ ドミン トンコー ト全面 (縦13.4m・横 6.lm)
・ コー ト中央をゴム紐で区切 る (高さ120cm程度 )
・図の点線部分は、キャッチ時のみ入つて
よいゾー ン




ームでの捕球率、捕球形態について分析 した。「捕球率」は 表 1の算出方法を用いて
表 し、「捕球形態」は3つのカテ ゴリーに分類 して分析 した (表2)。
学習者 に対 しては、毎時間後に形成的授業評価 (高橋 ら、2003)を実施 して全体の
授業を診断 した (巻末資料①参照 :診断基準表 )。 これは、次元 9項目か らなる質問票
(表3)で、各質問項 目に対 して 「はい=3点、 どち らで もない=2点、いいえ=1
点」の3点満点での回答・点数化 したものである。
毎時間のメイ ンゲームは 1ゲー ム4分間で3セッ ト (最終第 8時は相手を替 えて 2
ゲーム)を行つた。1チー ム3名構成のため、1人2セッ ト、プ レイヤー となつた (2
名チームは3ゲー ム)。 表 1:捕球率の算出方法
相手 コー トに返球 された回数に対 して、捕球者がキャッチ した回数を割合で示す。
捕球率 (%)=(キャッチ成功回数)÷(相手コー トに返球 された回数)×100
表2:捕球形態のカテ ゴリー分類
か か え込 み キ ャ ッチ
手や両腕 と上体 を使 つた り、上体にボールをぶつける







ろえるよ うに して下手で捕 らえるパタ
オーバーハ ン ド
キャッチ




2年  名前 (            )
日 の 体 育 の 授 業 に つ い て 質 Po3しま す 。 下 の 1～9につ い て 、 あ な た は ど う思 い ま した か 。
あてはまるものに〇をつけて<ださい。
1.深<心に残ることや、感動することはありま したか。         (はい・ どちらでも 。いいえ)
2.今までにできなか つたこと (運動や作戦)ができるようになりま したか。 (はい 。どち らでも 。いいえ)
3.「あ っ、わか つた !」 とか「あ つ、そうか」と思 ったことがありますか。 (はい・ どち らでも 。いいえ)
4.精一杯、全力をつ<して運動することができましたか。        (はい 。どちらでも 0いいえ)
5.楽しかったですか。                        (はい 。どち らでも 。いいえ)
6.自分から進んで学習することができま したか。            (はい 。どちらでも・ いいえ)
7.自分のめあてに向か つて何回も練習できま したか。          (はい ◆どち らでも 。いいえ)
8.友だちと協力 して、仲よ<学習できま したか。           (はい 。どちらでも 。いいえ)
9.友だちとお互いに教えた り、助けたりしま したか。          (はい 。どち らでも・ いいえ)
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第 3節 結果及び考察
第 1項 ゲー ム の様相
(1)第3・4時のゲームの様相
「あっち 。こつち 。ボール キャッチゲーム」は、相手 コー トにゴロやバ ウン ド、フ
ライボールで相手 コー トの様 々な方向に返球す ることで、捕球者が動いて捕球す るゲ
ームを筆者 はイメージ していた。 しか し、第 3・4時のゲームを始 めた段階では、イ
メージしたゲームの様相 とはかけ離れた子 どもの動 きが見 られた。
いつ も同 じ場所 (コー トの中央部)から返球 していて、相手に対 して正面へのボー
ルが多 く、向かつて来 るボール を待 つて捕球す るため、ボールに向か う動 きがあま り
見 られなかつたのである。 また、捕球後、返球 までに時間を要 して捕球者の動 きが止
まるため間延び していた。 このよ うにゲームでボール を追いかける姿が見 られず動 き
が途切れていたため、子 どもたちもゲーム としての面 白さや楽 しさを感 じられていな
かった。
この原因は、子 どもの動 きを引き出す場の設定 (コー ト)に工夫がなかつたためで
ある。そのため、 このよ うな課題 を解決す るために、第 4時終了後 に場の工夫を行 っ
た。場の工夫 として、コー トの 3ヶ所にコー ンを置き (図)、 捕球後に走ってコーン 1
か所 を旋回 して返球す るルールに修正 した (表4)。その理由は2つあ り、1つ目は低
学年 の発達 を考慮す ると、捕球後す ぐ次の動 きを執 らせたいがために走ることが単純
で分か りやすい。 2つ日は、 コー ンを旋回す ることで、返球位置が変わ リボールの方
向も変わ り、捕球者はボールの方向に動 くのではないか と考えたか らである。
表4:第4時終了後の改正点
【場の工夫】
○ コー トのサイ ドライン (2個)、 エ ン ドライ ン
(1個)にコーンを設置す る。
【ルールの修正・追加 】
○キャッチ後、近 くのコーンを回つてか ら相手 コ
ー トヘ返球す る。





第 5時以降、捕球後にコー ンを回旋 してか ら返球す ることで、ボールの方向や軌道、
スピー ドに変化が見 られ、イメージ していたゲームの様相が現れは じめた。
コー ンを旋回す ることで勢いをつ けて返球 しやす くな り、ボールの勢いがついたこ
とで、捕球者がボールに対 して素早 く反応 して動 いた り、ボールに向かつて捕 りに行
つた りす る積極的な姿勢が見 られてきた。捕球者 がボールの方向 とバ ウン ドに合わせ
て左右や前方のボールを追いかけて動 くよ うにな り、 コー トの外側 に出てい くボール
も捕球す る姿 も見 られ、捕球範囲が広がってきた。 また、返球す る位置 もサイ ドライ
ン付近や コー トの後方か らも見 られ るよ うになつた。それによ り返球者の位置を見て
構える位置を考 えなければな らないことにも気づき始めた子 どもが出てきた。一方で、
バ ウン ドボールで左右や前方への対応 に比べて、直接頭上を越 える後方へのフライボ
ール を対応す ることが、 この子 どもたちにとつて難 しい ことであると感 じた。
第 5時以降のゲームでは、「あつち・ こつち・ ボールキャッチ」のネー ミングのイメ
ージに合 つたゲームの様相が多 く見 られた。単元途 中であつたが、場の設定やルール
の修正 を変更 したことによつて一定の成果があつた と評価できる。
第 2項 捕球率 と捕球形態
各時間のゲームでのコー トヘの返球数 と捕球成功数を示 したものが表 5であり、そ
こから算出した捕球率は図1の通 りである。
表5:各時間のゲームにおける、返球数 と捕球成功数
第3時 第4時 第5時 第6時 第7時 第3時
返球数 (回) 219 235 175 145 162 349
捕球成功数 (回) 135 156 103 78 102 243
※1:第3・4時に比べて第 5時以降の返球数の減は、捕球後にコー ンを旋回
するルールに変更 したためである。
※2:第8時は、ゲーム大会のため2ゲー ム (6セッ ト)実施 したため回数が





















捕球率の推移 (図1)は、第 3時か ら第 4時で上昇 したが、第 5・6時で続 けて下
降 したが、再び単元終盤 の第708時で上昇す る結果 を示 した。
第 3時か ら第4時の上昇 は、ゲームの様相か ら正面への返球が多 く捕球者があま り
動かなくても捕球できたためではないか と考えられ る。
第 5・ 6時では捕球率が続 けて下がつた要因 としては、 コー ンを旋回 して相手 コー
トに返球す ることに した ことで、捕球者がボールの方向へ動いて捕球 しなければな ら
ず、ボールヘの対応が難 しくなつたためであろ う。第 6時は 「ハ ン ドキャッチ」 をめ
あてに したことで、手や腕 と上体 を使 つたかかえ込みキャッチか ら手で捕 るハ ン ドキ
ャッチができなかつたことも捕球率が下がつた要因の一つ として挙げ られ る。
単元終盤 の第 7・ 8時では、ボールの動 きをよく見て、ボールの飛来す る方向や落
下点に素早 く動いた り、ボールのバ ウン ドに合わせて動いた りす ることで捕球できる
ようにな り捕球率 も上昇につながつた。
第 5時と第 8時の同一ルールのゲームで比較す ると、捕球率が 58.9%から 69.6%に
約 10%上昇 している。 このことは、第 5時か ら第 8時のゲームでの 1人あた りの捕球
機会の回数 を表 5から算出 してみ ると、26～28回程度の捕球の機会が保障 されて
いることか ら、ゲームを通 して捕球が上達 してきていると窺 うことができる。
捕球成功時の捕球形態のグラフ (図2)を見 ると、第 3時か ら第 6時にかけてかか
え込みキャッチか らハ ン ドキャ ッチヘの変化が現れ、特にアンダーハ ン ドキャッチの
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割合が高 くなつている。第 6時は 「ハ ン ドキャッチ」をめあてに したことか ら、捕球
率は下がつたが、ハ ン ドキャッチの割合が最 も高 くなつていることが読み取れ ること
か ら、ハ ン ドキャ ッチのめあてを意識 して学習 していた ことが窺 える。第 7時は、投
球者側の視点で 「キャッチ しにくい位置 に返す」 ことをめあて とした ことで、ボール
の対応が より難 しくなった ことか ら、かかえ込みキャ ッチで確実に捕球 しよ うとして
いた と推測す る。
序盤 の第 3時と最終第 8時を比較す ると、ハ ン ドキャッチの割合が高 くなつている
ことか ら、豊富な捕球の機会が、ハ ン ドキャッチでの捕球につながつた と推察す る。
また、ボールの運動の先取 りは、手だけで捕 るときの前提 となることか ら、ボールの
















第 3項 形成 的授業評価
表6は、形成的授業評価のスコアであり 図3はその推移 を示 したものである。
表6:次元毎・総合の得点 とその評定















































































































併手6日寺      鮮,7日寺      併手8日寺
学び方 →←協カ ー 総合評価
図3:形成的授業評価 の推移
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授業の全体的な傾 向を 「総合」の次元のスコア推移か らみ ると、第 5時以降は診断
基準の評定で 5点満点を示 していることか ら、子 どもたちか ら大変評価が高かつた授
業であるといえる。他 の次元においても第 5時以降は、「非常に良好」な評価を得てい
る。第 5時か ら各次元の大 きな変化は、前時までのゲームの様相 によ リルール を変更
した ことが高い評価 につながつたであろ う。
「成果」の次元では、ボールの速 さや方向が難 しくなったが、そのボール を捕球で
きた成功体験が喜びや感動 につながったのではないか と考 えられ る。ただ し、第 7時
は、捕球者側か ら返球者 の視点で、「相手がキャッチ しにくい場所へ返そ う」のめあて
とし、 よ り捕球者の動 きや捕球を高めたいね らいに した。それによ り、捕球者 に とつ
て難 しい捕球の課題 になつたことか ら数値が下がつた要因 と推察す る。
第 5時か らのルール変更で、捕球者 に とって難 しい課題 にはなつたが、それがちょ
うど子 どもの運動欲求 を高め、や る気につなが り「意欲」の次元 も上昇 した と言える。
更には、「協力」の次元の高ま りは、ゲーム中に 「ナイスキャッチ」「お しい」「もう少
し」 とチーム内で称賛や励 ま しの声掛 けや、「も う少 し後 ろ」「右」な ど捕球者へのア
ドバイスができるよ うになつたか らと考 える。
形成的授業評価 の結果が全体的に高いことか ら、教材化 した 「あつち・ こっち 。ボ
ール キャッチゲーム」 は、低学年の子 どもに とって適切な難易度で、挑戦的に取 り組
める。また、「キャッチす る」 とい う課題 も明確であることか ら適切な教材であるとい
える。
第 4項 キ ャ ッチ の コツ と授 業感想
本単元では、「ボールキャッチの名人になろ う」をテーマに、キャッチゲームを通 し
て、「ボール を上手にキャ ッチす るためのコツ」を見つける思考面の課題 を設定 した。
第 2時の試 しのゲーム後に、キャッチのコツをワークシー トに記入 させた ところ、
半数以上が 「ボール をよく見る」 と記述 していた。 この段階では、捕球 しやすい位置
に動 くことに関 しての記述は 1名だけであつた。
第 3～5時では、キャッチのコツを見つけさせ るために「どこに動いた らいいのか」
「どのよ うに動いた らいいか」をめあてに してゲームを した。その後の学習カー ドに
は、「ボールの方へ動いて とる」「素早 く動 く」「ボールが来る場所 を予想 して動 く」「相
手がボールを投げる場所 を予想 してその場所 に行 く」 とい う「捕」に至るための動 き
が具体的に記 され コツ として共有す ることができた (表7)。ただ、「捕 (キャッチン
グ)」 に関す る記述 は少な く「手はおにぎ りの形 を作 る」「指の向きはボールがおへそ
の位置 を境 に上・ 下の向きを変える」 とい うのは、毎時の導入での 「来たぞ来たぞ、
ボールが来たぞ !」 の手遊びか らか ら見つけたコツであつた。
子 どもたちは、ゲームを通 してた くさんのコツを見つ け、クラスで共有す ることが
でき、ゲームで意識 した り活か した りしてボールキャッチゲームに取 り組 めた。
単元終了後 には、次頁のよ うな感想 を記 してお り、子 どもたちが楽 しみなが らも、










○右へ行 つた り左へ行つた りしてボールの方ヘ
動いて とる
○素早 く動 く
○ボールが来 る場所 を予想 して動 く。
○相手がボール を投げる場所 を予想 してその場所 に行
く





「8時間の じゅぎょうで、キャッチす るコツがわか りま した。わた しは、「ボール
を見る」コツが さい しょに分か りま した。ゲームの時、あい手のボールが とりにく
い時 もあ りま した。でも、ワークシー トにコツをみつけて書いたので、コツがふえ
て右、左、後 ろ、前 と動いた らキャッチす る回数がふ え、だんだんキャッチが上手
になつて来ま した。
ドッジボール とか して、みつけていないコツをみつけたいです。ボール遊び、ゲ
ーム とか楽 しかつたです。」(女児 )
「体育のじゅぎょうで、ボールをキャッチすることができるようにな りました。な
げるのも上手にな りました。ボールをよく見ること。かまえること。あい手がボー











できるよ うになつた ことは、 うま く右へ行つた り左へ行 つた りして動いてボール
をとることです。右へ行つた り左へ行つた リボールの方へ動いて行ってボールをキ
ャッチす るのがわか りま した。また、これか らのことは、前に行 つた り後 ろに行つ
た リボールをつぎつぎにいつぱいボールをとつてボールの名人になることです。
下にぽんぽんボールをつ く時、両手はおにぎ りの形 を作つた方がいいよって教え
て くれたか ら、それをまね してボールキャッチ名人にな りたいです。いっぱいボー
ルをとる時に どうやつた らとりやすいかを教 えて くれてあ りが とう。それをつづけ
ていきたいです。 (女児 )
はやいボールやむずかしいボールがとれるようになりました。あい手の目を見て







本研究で開発 した教材 (ゲー ム)は、技能面・ 思考面での学習課題 が明確であるた
め、学習者が何 をすれ ばよいか分か りやす く運動が苦手な子 どもにも積極的にゲーム
で活躍できる教材であつた。捕球の失敗が得点になるのではないため、友だちか ら「ド
ンマイ」「次がんばつて」な どの肯定的な声掛 けが聞かれ、次はボール を落 さないで捕
球 しよ うと意欲の継続 につながつていた。 また、捕球者 は交代制のため、だれにも捕
球の機会が巡 つて くるので得意な子や苦手な子に関係 な く得点す ることができる挑戦
的なゲームであった。それによ り捕球率は、単元中盤 か ら単元終盤 にかけて上昇 し、
ゲームを通 して捕球が上達 した。場の工夫に伴いルール を変更 した第 5時以降では、
「捕」 に至るまでの動 きにつなが リゲームの様相が改善 された。それ によって形成的
授業評価 の数値は大 き く上昇 し、ルール変更によ リゲームの難易度や子 どもたちの意
欲 (やる気)が高め られ、子 どもたちか らの評価が高 くなつた。
このよ うなことか ら、「あつち・ こつち・ ボールキャッチゲーム」は、2年生にとつ
て適切な教材であるといえる。
一方、ゲームに出ていない子 どもの関わ り方が課題 として残 された。それは、審判
(ジャ ッジ)の得点の付 け方の問題がある。本実践では、捕球回数 をカ ウンターで数
えていたので、その回数が正確 に記録 されているのかが分か りに くく、正 しくジャッ
ジができているかが判断できなかつた。 ジャ ッジが友だちの動 きをよく見ているかが
分か らないため、審判の得点の付 け方の改善が課題であつた。そ こで以下のよ うなシ
ー トを作成 し課題の改善を図ることに した。
① 審判が簡単にチェック (○×方式)できる記録用紙 (図4)を作成









千―ム         ・  :前. !働・
あっち。こっちポー′ιキャャ手ゲームで、キャャ手した日聴をグラフにしよう。(1グームロ :〇色。2グー ムロ :〇色)。






















2時間日. 3時間日・ 4晴問目・ 5時間日・ 6時間目・ 7時間目・
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第4章 「捕」の教材を用いた授業実践 とその検証②
開発 した教材 は、試行的授業では学習者か ら高い授業評価 を得 ることができ、捕球
技能 の習得に とつて適切 な教材 といえる。 しか し、開発者 による1学級だけの実践で
あるため、指導者や学習者 (学習集団)が異なって も効果のある教材 であるかを検証
する必要がある。





兵庫県S市立 」小学校 2年生 34名(男子 18名、女子 16名)
兵庫県 S市立F小学校 2年生 17名(男子 8名、女子 9名)
(3)指導者
。」小学校 男性教師 (小学校 2年目)
。F小学校 女性教師 (小学校 2年目)
(4)領域・単元名 0単元計画 (プログラム)

















・体 ほぐし運 動 (来たぞ 1来たぞ :ボー ル が 来 たぞ )
ロボー ル に慣 れ る簡 単 な遊 び   (15分)
(下位教材=追っか けボールキヤッチ・落下 点見つけ 含む))
















第 2時 ボール を落 さないでキャ ッチ しよ う。
第 3時 キャッチのコツをたくさん見つけよう。
第4時 キャッチ しやすい位置を見つけよ う。
第 5時 見つけたコツをいかしてキャッチ しよう。
第6時 ハン ドキャッチでボールをキャッチ してみよう。
第 7時 た くさんキャ ッチ して、ゲームを楽 しも う。
(6)準備物
・ コー ン6×コー ト数  。支柱 1対×コー ト数  ・ ゴム紐 1本×コー ト数
。ボール (モルテ ン・ ライ トドッジボール 0号球 )
(7)コート設定 とチーム構成
F小学校 は、既成 のバ ドミン トンコー ト (2面)を使用す るが、 J小学校は、既成
のバ ドミン トンコー ト (2面)では一人当た りのゲーム時間が短 くなるため、バ ドミン











チー ム (グル ープ ) 4チー ム (兄弟IJ1 8グループ ) 8チー ム (兄弟班 16グループ )















④必ず 自コー トでバウン ドさせてから相手コー トに返球する。
⑤ゴムの上を越えさせた り下を通 らせた りして相手コー トに返球する。
※ゴムにボールが触れても続ける。
◎ゴムの上を越 して返球 (フライボール )
◎ゴムの下を通 して返球 (バウン ドボール orゴロボール)
⑥支柱からミニコーンのサイ ドラインの間にボールを通さないように返す。
⑦相手コー トに返球 ときは、両手で行 う。転がす ときは、片手でもよい。
③ボール返す場所は、できるだけコーンを回つた近くから行 う。
★得点







審判は、ゲームに出ていないメンバーが行 う。審判は、ゲーム時の捕球回数 を数 え、
キャッチ回数表 (第3章第 4節 図4参照)に記入す る。
記入の仕方は、捕球が成功 した場合 には 「○」、捕球が失敗 した場合には 「×」を記
入 し、ゲームでの捕球成功の回数 を合計す る。
また、授業終了後等の時間を利用 して、捕球成功回数の合計をグラフ化す る (第3
章 第4節 図 5を参照 )。
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第 2節 検証の方法
捕球率や捕球形態の分析は、試行的授業実践 と同様の方法で分析 を行 つた (第3章
第2節)。 それに加 えて本実践では、F小における捕球の失敗に着 目す ることで、子 ど
ものつまず きを検証す るためにビデオ撮影 したVTRから分析す る。
学習者 に対 しては、学習カー ド等 によるふ り返 り作文や授業評価 を実施 した。授業
評価 については、対象が2年生の 6月であることを考慮 して、形成的授業評価 は実施
しない。そのため、単元終了後に形成的授業評価 の質問紙 を用いてその結果 を総括的
評価 として用いることに した。単元終了時 (第7時)であれば、学習の積み重ねによ
って 「ゲーム」の学習課題や内容が理解できると思われたので、 このよ うな方法で実
施す ることとした。




第 1項 ゲー ムの様 相 (両校 の共通 点 )
第 2・3時の単元序盤では、相手の正面への返球が多いため、捕球者はボールを待つ
ての捕球やバ ウン ドを見て前方に動かず少 し後方へ下つての捕球す る子 どもが 目立っ
た。 また ゴムの上 を越 して飛来す るボールに対 して も前方 に動いてノーバ ウン ドで捕
球 しよ うとはせずに、バ ウン ドして来 るボール を待 つて捕球 していた。序盤 では、ボ
ールに向かつて動かないで、飛来す るボール を待 つて捕球す る傾 向が多 く見 られた。
第 3時で 「キャッチのコツを見つける」、第4時では、見つけたコツをさら深めるた
めに 「キャッチ しやすい場所 (位置)を見つ ける」 ことをめあてにゲームに取 り組ん
だ。そ して発見 した 「ボールの飛んで来 る場所 (方向へ)動く」 ことを大切 なコツ と
して学級全体で共有す ることで、ボールの方向へ動いて捕球す ることができるよ うに
なつてきた。発見 したキャッチのコツの多 くは、「捕 に至 るための動き」が大半であ り、
「捕 (捕り方 )」 に対す るコツはあま り出なかつた (表3)。
第 4・ 5時の単元中盤 になる と、相手に得点を与えない よ うにす るために返球者が
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考え、次のよ うな動 きが現れ るよ うになつた。1つ目は、相手の正面に返球す るのでは
なく、相手のいない位置 (スペース)にめがけて返球 をは じめた。それによ り捕球者
は、ボールの方向へ素早 く動 くよ うにな り、次第に捕球できるよ うになってきた。 ま
た、 コー ト外へ出て行 くボールを追いかけて捕球す ることもよく見 られた。 このよ う
な動 きは、試行的授業実践で も現われ指導者側がね らつている動 きを引き出す ことが
できた。
2つ目は、試行的授業では見 られなかつた 「フェイ ン ト」の出現である。 は じめは
体の向きと反対の方向への返球であつたので、捕球者 は返球者の動 きを観察 してボー
ルの方向へ動いて捕球できていた。次第 に返球者のフェイン トに捕球者が編 されて動
いたのを確認 してか ら逆方向への返球が多 くな り、ボールに追いつ くことす らできな
くなつたので 「フェイン トの禁止」をルールで制限 した。
3つ目も試行的授業では現れなかった ゴロボールでの返球である。 自陣コー トの前
方か ら片手で勢いのあるボール をサイ ドラインにめがけて転がす ことが頻繁 になつた
ことで、 ゴロのボールに対 して捕球者は動 くことす らできな くなつた。 」小での事後
研で も、参観者か らゴロボール に対 しての意見をいただき (第5項表 7)、第 6時か
らは ゴロボールは扱 わず、フライボール とバ ウン ドボールでの返球 と変更 した。同様
にF小で も出現 していたためゴロボールでの返球 を禁止 した。
返球者が 1つ目の視点を持つ ことで、相手がいない位置 (スペース)を返球者が見
つけることにつなが り、ゲームで意図す る捕球者の動 きを引き出せた。 あとの 2つの
視点 も返球者 は とても考 えた動 きであることは評価できるが、本ゲームでは、捕球の
上達 を 目指 していることか ら、捕球者 に とつて易 しいルールにす ることで返球者の動
きを制限す ることに した。
表3:子どもたちが見つ けたキャッチのコツ (第3時)
<F小学校>             |<J小学校>
。ボールをよく見る          |・ボールをよく見る
・走って、ボールが飛んで来 る所へ行 く |。ボールの位置に動 く
・むねの前でとる           |【位置】=ボー ルの所へ動く
。ボールの飛んで来る方へ合わせ る   1     正面 (真ん中)
。大 きく来たボールは後ろへ下つてキャッ |   しゃがむ 落ちて くるのを待つ




第 6・ 7時の単元終盤では、フェイ ン トの禁止や ゴロボールの制限で全 く反応でき
ないボールが少な くな り、捕球者はコー トの どこのスペースに返球 され るかを予測 し
て動 くことが容易になつてきた。 また、返球者 は捕球者がいない位置 (スペース)を
見つけてね らつた リボールに勢いをつけた りして返球す るよ うになつた。それによ り
スピィーデ ィーにゲームが流れ、ゲームを楽 しんでいるよ うに感 じた。
第 2項 捕 球 率 と捕 球形 態
表4は、試 しのゲームを除 く第 2時か ら第 7時の全 コー トのゲーム時の返球数 と捕
球成功数であ り、そ こか ら算出 した捕球率は図 1の示す通 りである。 また、捕球成功
時の捕球形態は、図2である。
表4:ゲーム時の返球数 と捕球成功数
第2時 第3時 第 4時 第 5時 第 6時 第7時
」′]ヽ
(全4コー ト)
返球 数 (回) 105 311 380 363 370 352
捕 球 成 功 数 (回) 74 210 244 223 249 241
F′ト
(全2コー ト)
返球数 (回) 237 222 226 210 202 242
捕球成功数 (回) 161 143 143 115 128 157
※J小の第 2時の回数が他に比べて顕著に少ないのは、授業開始が遅れたためである。
50% 一一一一一――――一
第2時 第3時 第4時 第5時 第6時 第7時
― 一
|
図 1:ゲー ム時 の捕球率
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捕球率 (図1)は、両校 とも単元序盤か ら中盤 にかけて低下 し、単元終盤 では向上
する、同 じよ うな推移 を示 した。その要因 として、単元序盤 か ら中盤 にかけては、捕
球者が返球 されたボールに対応 して動 くことができなかつたが、中盤か ら終盤 にかけ
て、次第に返球 され るボールに対応 して動 けるよ うになつた ことで、捕球率が向上 を
示 した と考え られ る。 中盤 までは、ボールに対 しての素早い反応や 「捕」に至 るため
の動 きとい う数値では表せ ない部分での学習が進 め られてい るのではないだ ろ うか。
第 3時と第 7時の捕球率を比べ ると数値は若千下がつているが、授業の経過 に伴い返
球 され るボールの対応が難 しくゲームの質が高まっているため、単純に捕球率が下が
つた とは言 えないだろ う。単元を通 して捕球率が 60～70%内で推移す ることか ら2年
生が意欲 を継続できる程度のゲーム と捉 えることができる。捕球機会の回数 も表4か
ら算出す ると、 1人当た り J′lヽで約 22回、Fノlヽで約28回と両校 とも十分に保障 さ
れて挑戦的に課題 に向き合 えた といえよ う。
このよ うな捕球率の推移 によ り、本教材 を扱 うための授業時数 として少な くとも6
～ 7時間は確保 し授業計画を立てる必要がある考 える。
一方、捕球成功時の形態 (図2)では、単元が経過 して もかかえ込みキャ ッチ とハ
ン ドキャッチ (オー バー・ アンダー)の割合がお よそ50%前後で推移 してあま り変
化が見 られなかつた。その要因 として2つ考えることができる。 1つ日は、本ゲーム
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で子 どもたちがハ ン ドキャ ッチの必要性 を感 じることができなかつた ことである。そ
れは、ゲームの課題が 「ボール をキャッチす る」、いわゆる「ボールを落 とさない」こ
とであるために確実性 の高いかかえ込む捕球になって しまったため と推察す る。今後
のボールゲームヘの発展 を考 えると、ハ ン ドキャ ッチの技術 は必要になって くること
は言 うまで もない。 2つ目は、ハ ン ドキャッチの意識的な指導ができなかったためで
はないか と考 える。試行的授業実践では、教材 開発者である著者が指導者 として教材
のね らいや身に付けさせたい力 (動き)を熟知 した中での指導であるため、子 どもた
ちヘハ ン ドキャッチヘの意識的な声掛 けや評価 (称賛)など単元を通 して行 つていた
ことで、ハ ン ドキャッチの出現が高まった。 しか し、本実践では、指導者 にそのよ う
なことができてなかつた こともあ り、教材開発者 と実践者 とのハ ン ドキャッヘの意識
の差 (ズレ)があったのではないだろ うか。
オーバーハ ン ドとアンダーハ ン ドでのキャッチを比較す ると、アンダーハ ン ドキャ
ッチの出現は高 く、上か ら落 ちて くるボールに対 して 自然に手が出やすいため、アン
ダーハ ン ドキャッチの形態が多 く出現 していると推察できる。
















バ ウン ドす るボールを捕 る (ショー トバ ウン ド)
バ ウン ドしたボールが頭上を越す
左右のボールに追いつかない






















図 3より単元全体を通 して高い割合 を示 した失敗は「キャッチングミスによる落球」
と「バ ウン ドす るボールを捕 る」の2つである。
キャッチング ミスによる落球では、ボールの正面に移動は しているが、手や腕、上
体でボール を弾いて しまい落球す るケースである。ボール を捕 る局面において、腕や
肘が突つ張つたままでの捕球であ り、ボールの衝撃 を弱めるための、肘 を引 く動作が
できていない ことや、まだ十分にボール を手でつかむ感覚が養われていない と考 え ら
れ る。写真 1の女児は、高い位置か ら落下 して くるボールに対 して、 目や頭 よ りも高
い位置で、腕・肘 を伸ば した状態で捕球 しよ うとしての失敗が続いていた。 この女児
に対 しては、授業終了後 に 「目や頭 よ り高 く、体か ら離れているボールをキャッチ し
ようとしていること」を伝 え、「体の近 くで、胸の高 さでキャッチす ること」をア ドバ
イス し、数回練習をさせ捕球 しやすいに気づかせた。そ して、単元終盤では、胸の高
さの位置で捕球できるよ うになつた姿が見 られた (写真 2・ 3)。
バ ウン ドす るボール を捕球 しようとして落球では、バ ウン ドを予測せずにボールを
捕 りに行つてボール を体にぶつける (写真 4)。また、跳ね上がってボールに勢いがつ
いているところで捕球 しよ うとして手が弾かれ る。更には、手の出 し方がアンダーハ
ン ドキャッチの形態で、跳ね上がって くるボールをす くい上げよ うとして後逸する (写
真 5)、3つケースが多 く見 られた。跳ね上がるボールの予測やボール に対 して手の平
を下へ向けて出す ことができないため、 このよ うなボールが捕れ ない ことが失敗につ
ながつていると推察す る。
単元後半でも 「キャ ッチ ングミスによる落球」 と「バ ウン ドす るボール を捕 る」の
2つの失敗の形態は多 く見 られた。
単元後半で割合が下がつたのは、「バ ウン ドしたボールが頭上を越す」ケースであつ
た。捕球のために前方へ動 くが、ボールが捕球者の手前で落下 し高 くバ ウン ドして頭
上を越 していた。 このよ うなケースは次第に、バ ウン ドす るボールの落下点 と自分 と
の距離感 をつかみは じめた ことや、少 しずつボールの軌道の予測や 2バウン ドロの落
下点への予測、判断ができは じめた ことで頭上を越す ことが減つた と推察できる。
「ボールに追いつ くことができない」「横 向きでのキャッチ」は、返球者の捕球者の
正面ではなく、捕球者 のいないスペースに返球す ること多 くなつてきたので、ボール
ヘの反応が遅い場合で見 られたケースである。 このよ うなボール を捕球 しよ うとす る
と、素早い反応や フッ トワークが求め られ る。
捕球の失敗の傾向か ら、キャッチング技術の上達は必要不可欠であ り、ボールに対
しての手の出 し方やバ ウン ドす るボールの捕球の対応が大きな課題 と感 じた。そのた
めにも学習を通 して捕球 しやすいボールの軌道や高 さを、ボール を扱 いなが ら感覚的








写真4:ボール のバ ウン ドを予測せず捕 ろ うとして後逸
写真 5:跳ね上がって くるボール をす くい上げて捕 ろ うとして後逸
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第4項 授 業評 価 と授 業感想
単元終了時に総括的な評価 として 「形成的授業評価法」の質問紙 を用いての評価 を
実施す るとともに、よ り具体的な評価が得 られ ると考 え、ふ り返 りの感想文 を書かせ






得点 評定 得点 評定
成果
1
ふか こころ のこ       かんどう
深く心に残ることや、感動することはありましたか。 2.18 3 1.85 2
2
うんどう
今までにできなかったこと(運動)ができるようになりましたか 2.71 4 2.71
3
おも
「あっ、わかった ::とか「あっ、そうか :と思ったことがありましたか 2.47 3 2.39 3
意欲・
関心
4 きいいっぱい ぜんりょく       うんどう繕一 杯_全力葬つて1´τ運 動するこルがで■士 l f´・か ^ 2.88 4 2.91 4
5
たの
基 l´かっf―ですか ^ 3.00 5 2.88 4
学び方
6
じぶん   すす   がくしゅう
白今 かム准 ス′で学 習すスこルがでキtLf―か _ 2.71 4 2.71 4
7
じぶん        む  昴 かい れんじゅう
白合 のあふτに向かって何 同半護 習 で井まl^f―か ¨ 2.59 3 2.65 4
協力
8
とも    きょうりょく   なか  力κL●う
方 だ ムル協 力 l´7_伸上《学 習 で ■董 : f´―か ^ 2.82 4 2.82 4
9
とも       たが  おし      たす
方 だ ム ルお百 い に着 テf―ιJ ttlff―じjl^ti^f―か _ 2.65 4 2.53 3
次 元
F/Jヽ 」/Jヽ
得 点 評 定 得 点 評 定
成 果 2.45 4 2.32 3
意欲・関心 2.94 4 2.90 4
学 び 方 2.65 4 2.68 4
協 力 2.74 4 2.68 4
総 合 (全体 ) 2_67 4 2_61 4
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成果の 「 1」 の項 目において、両校 とも低い得点を示 した。 しか し、他 8項目は、
ほぼ同等の得点を示す結果であつた (表1)。なかでも両校 ともに評定が4以上を示 し
た項 目は 「2」「4」「5」「6」「8」 の5つであった。
成果 「 1」 の項 目の得点が低い結果 を示 したが、作文には 「キャ ッチできるよ うに
なつた ときは、 うれ しかつた」「キャッチができて、 うれ しかつた」「さい ごは、 うま
くできたので うれ しかつた」 と、喜びや感動 を表現 した記述は多かった。
成果 「2」 の項 目では、ゲームを通 して子 どもの多 くは、捕球できるよ うになつた
と認識 している。捕球の成功が少なかつた子 どもの中には、「は じめはキャッチできな
かつたけ ど、あ とか ら、ち ょつ とずつキャッチできるよ うになつた」 とできたときの
喜びや 自信につながつている内容がみ られた。「れん しゅうした ら、さい ごは うまくキ
ャッチできた」「す こしずつキャッチが じょうずになつてきた」「キャッチす ることが、
とくいになつた」「ハ ン ドキャッチができた」と、は じめは捕球できなかつたボールが、
ゲームを通 して捕球できるよ うになつた とい う内容が多かった。
「4」「5」 は意欲・ 関心についての項 目であ り、この次元評価は他の4つの次元評
価を比較 して高い得点を示 している。「また やつてみたい。」「もつ と したい。」「キャ
ッチゲームは楽 しい遊び。」「休み時間にキャッチゲームをしたい。」「家で、いも うと と
したいです。」な ど、子 どもたちの興味・ 関心を高め られ る教材 (ゲー ム)であるとい
える。家や休み時間に したい とい う感想 も多 く、手軽に楽 しくできるボール遊び と感
じる。 このよ うに本教材 を楽 しいゲーム と感 じていることか ら、子 どもたちは、進ん
で学習ができた り、友だちと協力 して仲 よく学習す ることができた りす る雰囲気が広
ま り、学び方の 「6」 や協力の 「8」 の項 目で も4以上の評定を示 した ことと推察で
きる。
総括的な評価やふ り返 り作文か ら、本教材は子 どもたちに とつて、体 を思いつき り
動か し、楽 しみなが ら捕球の上達につながるゲームであることが言 える。
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第 5項 授業観察者 か ら
J小学校の教諭が、S市体育科研究会の授業研究 (全7時間中の第5時)で本教材を
用いた授業を公開し、研究部員 10名が授業観察 した。観察者には、授業を通 して「教
材について」 と「ゲームでの児童の様子」の2つの視点で自由記述 してもらつた。そ






② 成功体験が得点になることで、キャッチに楽 しみを感 じる教材である。
③ コーンを回る工夫などして動きに変化があり、おもしろい教材である。
④ ボールを捕つた り返球 したりとよく動き、運動量が多い教材である。
⑤ コー ト外でも審判や記録係 として捕球回数を記録 した りすることから、関わり合
いながら学べる教材である。
以上のことから、筆者が意図していたことが観察者に伝わ り、教材の良さが認識 さ
れている。そ して①からは、低学年で扱 うのに適 した教材 と読み取ることができる。
ゲームの様子から気づきや、さらに効果的な教材につながる視点で2つの建設的な
意見が見られた。
① ゴロボールの対応である。具体的には、ゲームでの様子やゴロとバ ウン ドボール
の捕 り方が違 うため対応が難 しいこと。
② 手の出し方やタイ ミングが難 しくためボールが捕れない子がいる。
それに対 し、①は、著者 自身も継続 して観察 して気になつていたため、「ゴロボール
の制限」をルールに追加 して、2校ともに次時より適用 していくようにした。
②は、ボールに対 して手の出し方が自然に出やすいアンダーハン ドの形態が多いた





※○=成果・ 肯定的な意見  ●=課題・改善的意見 ◇=感想 。気づき等
①教材 (ゲー ム)について
<ねらい>




○捕球に焦点をあてた内容は (フライボールは落下点への移動、バ ウン ドボール・ ゴ
ロボールは、正面への移動)は的を得ている。
◇捕球できなければ、ゲームに参加す ることが難 しくゲーム内での動 きの幅 も減 る。
◇様 々な球技 (バスケ・野球・ ドッジな ど)につながるゲームだ と思つた。
<場の設定>
○既成のコー ト (バトミン トンコー ト)を使 うので、準備時間がかか らないでよい。
◇ コー トの幅だけでやっても良い気がいた (支柱・ ゴムな し)
<ルー ル >
〇単純なルールでいい。 (→子 どもたちはルールを分かつてゲームできていた )
○成功体験が得点につながるところが良い。
○キャッチす るだけでな く、コーンを回るな どた くさんの工夫が されている。
○コーンを回ることで運動量 も確保 され、動 きにも変化が付 きお もしろい教材だ。
<その他>




○ふ り返 リカー ドを記入す るとき、「しん どい」「疲れた～」 と子 どもたちが呟いてお
り、運動量の多 さを感 じることができた。
【動 きに関す る記述】
○簡単なルールで動 きやす く、キャッチに楽 しみを感 じている子が多 く見 られた。
○相手の動 きを見て予測 している子は捕球できていた。相手の動 きを見て動 くことは
高度だ と思つた。
◇まわ り込む動作が反応 しづ らそ う。続 けることで感覚が身に付 くのか と思った。
◇キャッチできる場所に動 くフッ トワー クが求められ る。
●ボールの落下点を予測 して動いてボールに追いつけてないよ うに思いま した。
●捕球のできない子は、動 き出 しが遅 くボールに追いついていない。
●ゴロとバ ウン ドは捕 る技術が違 うか も一 どちらかに統一 してもいいのでは。
● ゴロボールは速 くて捕れない。特にコー トを横切 る場合
●いろいろな捕球の仕方の子 どもがいて、捕 ることは難 しいそ う。
(正面に入 ること 。手の出 し方・ どのバ ウン ドの時に捕 るのか・ 。・ )
●体のどの位置でボールを捕 るのかが分かつていない。
○思いつき リボール を床 に投 げている子は、非常に楽 しそ う。




○大人数での体育で、動いているとき (ゲー ムに出ているとき)以外は、審判 も子 ど
もたちが していて、友だちの動 きも見なが ら楽 しくやっていた。
○ルールが難 しいかな と思つたが、子 どもたち同士が声掛 け しなが らできていた。
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第 6項 実 践者 か ら
実践終了後 に 「授業での児童の様子」や 「教材 を扱 って感 じた こと」の 2点につい
て指導者 に 自由記述を依頼 した。その内容は表809である。
表 8・9からも明 らかなよ うに、キャッチの成功回数 を得点にす ることは、子 ども
たちの 自信 につなが り技能を高め、意欲的に取 り組める教材 と感 じられている。また、
ゲー ムを通 して、 コー ト外か らの友だちのキャッチ成功 を認 めるポジテ ィブな声掛け
や声援 によつて、 よい雰囲気の授業になつた こと受け止 め、キャッチだけでな くキャ
ッチ されないために どこに返球 した らいいかを考 え、スペース (空間)や投げる学習
につ ながる教材 と感 じている。
」小では、4コー ト作成 したことや支柱 0ボー ルな どの用具が足 りな く事前準備での




児童は、単元を通 して意欲的に ドリルゲームやメイ ンゲームに取 り組む ことができ
た。体に当たって も痛みの少ない ドッジボールを使用す ることで、事前アンケー トで
捕球す ることが苦手であると回答 した児童 もボールの方 向に移動 し捕球 しよ うとす
ることができた。
ボール操作の技能が高い児童や、ボール操作に慣れている児童は腕 と胸で抱 え込ま
ずに手の平のみを使用 して捕球す ることができた。また、相手が捕球 させないように
スペースを狙 つた り、速いボールを投げ返 した りと投げる技能や戦術 を身に付 けるこ
とができた。
小学校・女性教師
1点日は、子 どもの意欲が高まった ことである。授業が進むにつれて、「今 日のボ
ール キャッチゲームが楽 しみ～。」と授業に対す る前向きな言葉を伝 えて くれ る子 ど
もが増 えた。勝ち負 けにこだわ り、 自分が負 けそ うになるとかん しゃ くを起 こして
ゲームに参加 しない児童か らも、「先生、またこのゲームす るやんな ?」 と授業後に
次回の授業を楽 しみに している意欲的な声が聞かれた。授業前には早めに体育館ヘ
行つて、ボールをバ ウン ドした り浮かせてキャッチ した り、授業外でもボールに触
れ よ うとす る姿が見 られた。
2点日はポジテ ィブな視点を養 えた ことである。ゲーム中、ゲームに出ていない
子 どもは「同 じチームのキャッチ成功回数 を数 える」とい う役があつた。そのため、
友人の失敗 に対す るマイナスな発言ではな く、友人がキャッチできた時に 「ナイス
キャ ッチ」や 「いいね !」 な どと、ポジティブな声掛けをす る子 どもが増 えた。ゲ
ームを している子 どももその声援 を聞き、キャ ッチできた時の嬉 しそ うな表情が本
当に印象的だつた。普段か ら教室の中で もマイナス発言 を友人に して しま う子 ども
は少ないが、何人かへのきキツイ発言 も見 られ る。そんな中でこのゲームを通 して
彼 らがキラキラできるほ ど周 りの子 どもがポジテ ィブな声掛 けができていた と思
う。
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ことができた。 メインゲームの得点 も回数 をこなす ごとに増加
す る技能は高まった と言える。本教材の狙 つた ところではない
ることができた。 これ らの ことか ら、本教材 「あつち 。こっち
ム」は低学年において児童が意欲的に取 り組む ことができ、捕
めることができる教材であると考 えられ る。




「キャッチできた回数 を数えること」が一番 このゲームで魅力的なことだ と感 じた。
もちろん、バ ウン ドキャッチをす ること、 コー ンを置いて運動量を増や し、 リズム
をつ くることな ど、ゲームの ミソとなるのはた くさんあった。その中で も、子 ども
がここまで意欲的に最後のゲームをす るまで大盛 り上が りでできたのも、ボールキ
ャッチゲームの中で子 どもが 自信を持てたか らだ と思 う。 キャッチの方法を考え実
践できれば、キャッチできた回数分得点が入 る し、 自分の成長 を数字で も実感でき
る。また、キャッチの回数を数 えている周囲の友人か らもポジティブな声が飛びか
い、場があたたまる。このボールキャッチゲームは子 どもの「できる」を自分でも、
周囲の声掛 けか らも感 じ取 りやすい教材であつた と思 う。
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第4節 まとめ
開発教材 を学級人数 に差異がある2学級 を対象 に同一プ ログラムで実践 した結果、
捕球技能の向上、特 にボール を捕 る動 きが高め られ るとともに、両学級の児童か らも
高い評価 を得 ることができた。そのことか ら、本教材 は体 を思いつき り動か し、楽 し
みなが ら捕球技能の向上につながるゲームであると言 うことができる。高い評価が得
られ たのは、子 どもたちが教材の面 白さに触れ ることができたか らである。本教材の
面白さは、学習課題の中心 となる 「捕 る」ことであるが、「捕 られないよ うに」に返球
することも面 白さと感 じられたか らと考 える。何 よ り課題が明確 で単純なため、低学
年の子 どもにとつて見通 しを持つて教材 に向き合 えたことは大きいのではないだろ う
か。 また、実践者 2名は指導経験年数が短い ものの高い授業評価 を得 られたことは、
経験年数 に関係 な く扱いやすい教材 と言 えるだろ う。子 どもが何 をすればよいか明確
であるとい うことは、指導者に とつても何を教 えるか とい うね らい、「何 を」「どこを」
観察すればよいか も明確 になるため、本教材 が実践者や観察者か ら肯定的に受 け入れ
られた と推察す る。
ただ、追試授業を通 して更なる修正や考慮す る点 として(以下の2つが挙げられた。
追試 では、試行的授業実践で現れなかつた動 きの出現であ り、「返球者のフェイン ト禁
止」 と「ゴロボールの禁止」の2点をルールの修正・追加す ることに した。それによ
り教材づ くりを始めた際のフライ、バ ウン ド、 ゴロボールを同時に扱お うゲーム とし
ていたが、子 どもの実態か ら本教材 でゴロボール を扱 うことは難 しい と判断 した。返
球者 の動 きを制限 して、捕球者に とつて易 しいルールにす ることで、捕球者の ときは
キャ ッチ して得点が取 りたい。返球者では相手に得点を与えた くないため捕球 されに
くい位置へ返球す ることにな り、ボールの方 向へ動 く、落下点へ動 くな どの捕球者の
動きを引き出す ことにつながつた。
捕球失敗の分析や参観者 より、特に 「手の出 し方」を指導す る必要性 を感 じた。ボ
ール に対 して素早 く正面や落下点へ動 きは、 コツで発見 し共有 した ことで動 けるよ う
になつてきた。 しか し、失敗 を繰 り返す子 どもは、ボールに対 して どのよ うに手を出
して よいのかがわかつていないよ うに感 じた。そのため、 どの軌道のボールでも自然
に手が出やすいアンダーハ ン ドの形態であつた。 また、捕球者のボール に対 しての動
きだけでなく、ボールに対 しての手の出 し方 について も自然発生的に身に付いてい く
ものでないため、ある程度の指導 を してい く必要がある。授業冒頭のボールに慣れ る
簡単な遊びで、手の出 し方にも意識 させなが ら指導 し、感覚的に体得 させていかなけ
れば捕球技能の向上につなが らないのではないか。
次章では、これまでの 3実践か ら得 られた結果や知見な どを踏まえ、本研究で開発
した 「捕」の教材のプログラム例 を提案 してい く。
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第 5章 「捕」の教材プログラムの提案
本章では、試行的授業実践 と追試授業で得た結果や知見を基に して、開発 した「捕」
の教材である「あつち 。こつち 。ボールキャッチゲーム」のプ ログラム例を提案する。
提案す るプログラム等 (教材・単元構成・ 1単位授業の流れ)は一例 に過 ぎないた
め、教材 を扱 う際には、本教材のね らいや本質的な面 白さが失わないよ うに、学級の
児童の実態を踏まえ、教材 を改変 して教材化 して扱 うことが望ま しい。
第 1節 教材の特性
本教材 は、相手 コー トか ら飛来す るボールを状況に応 じて直接捕球やバ ウン ド捕球
する課題 ゲームである。 フライボールでは、ボールの落下点を予測 して素早 く動 くこ
とが求め られ、バ ウン ドボールでは、ボールの正面に素早 く動いた リバ ウン ドを合わ
せて体 を動か した りす ることが浦球者 に求め られ る。 このよ うな動 きは、各種ボール
ゲームにおいて共通す る必要な動 き (「捕」に至 るための動 き)とな り、ボール運動の
技能である 「ボール を持たない ときの動 き」の習得につながる。本教材では、捕球の
成功 を得点 とす ることか ら失敗 を恐れず積極的にボールの方向へ動いて捕球す ること
につなげるね らいがあるため、「捕」に至 るための動きが高ま り捕球技能の習得や向上
につながることが期待できる教材である。
一方、学習者にとつては、飛来す るボールを 「捕 る」 ことの面 白さだけでなく「捕
られないように返球す る」 とい う面 白さがあるため、意欲的に楽 しみなが ら挑戦的に
取 り組 めることで技能の習得や向上につながる。 また、 コー ト中央 をゴム紐で区切 つ
て、コー ト内は捕球者のみであるため、相手や周 りか らのプ レッシャーが少ないため、
特にボール操作を苦手 とす る者に とつて安心 して捕球課題 に向き合 える。更に、飛来
するボールに対応 して素早 く動いた リコー ンを旋回 した りす ることか ら豊富な運動量
が確保 された教材である。
学習 を通 しての効果 として、飛来す るボールの位置 を予測 して 自らの体 を動かす こ
とか ら視覚調整力 (動くものに体を合わせ る感覚)や先取 りす る能力、更には、手で





卜・ 用具 0ルー ルについて
(右図)・用具
◎ コー ト
1コー ト:バドミン トコー ト全面
(縦13.4m・横 6.lm)
。コー ト中央部 を ゴム紐 で区切 る
(高さ 120cm程度 )
・ 3か所 に コー ンを置 く
サイ ドライ ン=2か所
エ ン ドライ ン=1か所
◎用具
コー ト1面:支柱 1対 ゴム紐 1本
ボール :ライ トドッジボール 0号球
(2) ル ‐一ル
「あ っ ち 。こ つ ち ・ ボ ー ル キ ャ ッチ ゲ ー ム 」 の 基 本 ル ー ル
★全体的なこと
①コー ト内に入れるのは捕球者 1名だけ








⑥必ず 自コー トでバ ウン ドさせてから相手コー トに返球する。





しをする。 コー ト内に落ちてから相手コー トの外に出るのは構わない。
★得点&ジャッジ (審判 )







領域 Eゲーム ア ボールゲー ム ボール遊び















































































1時間目 2時間目 3時間目 4時間目 5時間目 6時間目 7時間目
キャ
"ゲ
ムーを知ろう! キャッチのコツをたくさん見つけて上手になろう! ゲー ム大会を楽しもう!




































































体ほ側    (来たぞ、来たぞ、ポ■ルが来たそけ―ム)




















終末 ふ り 返 リ タ イ ム  (ヮークシート記入。発表など)
第4節 1単位時間の流れ
1単位時間の流れ をパター ン化 してお くと、指導者は授業マネジメン トが しやす く
なる。また、学習者 も授業の展開に見通 しを持って学習に取 り組む ことができる。
本項では、教授法や学習形態な どでそのパター ンは異 なるが、本教材 を扱 うときの
1単位授業の流れの一例を図 1に示 した。
主な学習活動 指導の留意点など




































自らのボールゲームの実践でボール を捕 ることができな くて、ゲームを楽 しめない
子 どもの姿か ら、「捕」に着 目した教材づ くり目的 として本研究を進 めてきた。「捕」
についての考察を通 して、得た知見を基 に して低学年 を対象 に した 「捕」の教材 をつ
くり、それ を用いて実践す ることで表出 した課題 に対 して教材の改変 を行い、最終的
に 「捕」教材のプログラムの一例 を提案 した。
本研究を通 して明 らかになつた ことは次の通 りである。
先行実践の批判的検討― 「捕」についての予備的考察か ら一
1)ボールを「受ける」と「捕 る」は全 く違 ったものではな く、「捕 る」に「受ける」
が含まれ る関係で、「受ける」は狭義の 「捕 る」 とい うことができた。
2)ボールを受 けるとは、「ボールの動 きを止めるための捕 り方」 とし、ボールを捕
るとは「次のボール操作につなげるための捕 り方」と定義 し、両者 を合わせて「捕
球」 とした。
(3)「捕」の運動発達には経験や個人差があるが、小学校低学年 (1～2年生)で腕
と上体 を使 つたかかえ込みの形態か ら手だけでボールを捕 る (ハン ドキャッチ )
形態へ熟達 してい く。そのためには、低学年での体育授業では、ボール を捕 る豊
富な遊びを通 して、手で捕 ることにつなげてい く。
(4)捕球に必要な能力を 「調整力」の視点で整理す ると、「視覚調整力」 と触覚や筋
感覚の補助的調整力が大きく関与す る。また、「先取 りす る」能力は、ハ ン ドキャ
ッツチの前提 となるため欠かす ことができない能力である。
(5)捕球の構造は、「捕」に至るための動 き と「捕」に分けることができる。「捕」
に至るための動 きは、各種ボールゲームに共通す る動 きとなるため低学年で学ば
せ るべき動きである。
(6)先行実践では、捕球者のボールに対応 した動 きが前後 中心で、フライボール を
直接捕球す る課題ゲームであった。そ こで本研究は、ボールの軌道 を限定せずに
捕球者が前後左右へ動 き、その時の状況に応 じて直接捕球かバ ウン ド捕球を選択
できる課題 を内包 した教材 をつ くることとした。
2。「捕」の教材 について
岩 田の教材づ くりのプロセスに基づいて、ボール遊び (キャッチボール)を素材 と
して 「捕」の教材 を開発 した。
(1)単元教材
「あつち 。こつち 。ボールキャッチゲーム」
バ ドミン トンコー ト (全面)で中央部 をゴム紐 でコー ト区分す る。 ゲームは、 自陣
コー トでボール をバ ウン ドさせて、 ゴム紐 を越 えさせた り下を通 らせた りして相手 コ







3.「捕」の教材 を用いての授業実践 を通 して
(1)試行的授業実践
筆者 自ら授業者 となつて開発教材 を扱 い子 どもの反応や動 きを確かめ、そ こか ら表
出した問題を修正す ることをね らい として実践 した。
その結果、単元序盤 では、相手 コー トか らの返球が捕球者の正面であるため、ボー
ルを捕 りに行 く動 きが少な く、ボールが来 るのを待つて捕 る様相が見 られ、筆者がね
らつたボールを追いかける動 きを引き出す ことができなかつた。そのため、単元途 中
にコー ト外に3か所 コー ンを置き、捕球後にコー ンを旋回 した付近か ら返球す ること
で様 々な方向にボールが散 らば リボール を追いかける動 きが現れ は じめ筆者がね らつ
た様相に変化 した。それ を境に、形成的授業評価では、全次元の得点が高ま りを示 し、
学習者か ら高い評価 を得 ることができた。また、ゲームでの捕球率が単元 中盤か ら終
盤にかけて向上傾 向を示 した。
これ らか ら、開発教材 「あつち 。こつち 。ボールキャッチゲーム」の難易度は2年
生の子 どもに とつて適切であることが うかがえた。
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(2)追試授業
試行的授業実践では、学習者か ら高い評価 を得 ることができたが、実践者 が筆者 に
よる 1学級のみの結果であるため、指導者や学習者 (学級規模)が異なつて も高い評
価が得 られ る教材であるかを検証す るために追試授業を2校で実施 した。
その結果、ゲームの様相 は、単元序盤 は捕球者の正面への返球が多 くボール を待 つ
て捕 る傾 向が見 られたが、中盤 になると返球者 は捕球 されて得点 されないために、相
手がいない位置 (スペース)への返球をは じめた。それによ り捕球者 はボールの方向
に素早 く動 くよ うにな り様相が変化 した。また、試行的授業では現れなかつた返球者
のフェイ ン トやサイ ドライ ンをめがけて ゴロボールでの返球によって捕球者 が動 くこ
とができな くなつた。本教材 は捕球の上達をね らったゲームのため、捕球者 に易 しく
なるよ うに 「フェイ ン ト」 と「ゴロボールの返球」を制限 した。それ以降は、スペー
スをね らった返球によつて、捕球者がボールの方向へ動いて捕球す る様相 となつた。
捕球率は両校 とも同様の推移 を示 し、単元終盤 には向上傾 向を示 し捕球技能の上達
が うかがえた。試行的授業で も単元終盤 に向上 したことも合わせて、本教材 を扱 う際
に目安 とす る授業時間は少な くとも6～7時間は計画す ることが必要であることが示
唆 された。
捕球形態は、単元終盤 になつてもハ ン ドキャッチの割合が高まることがなかつたこ
とか ら、本ゲームにハ ン ドキャッチの必要感がなかった ことが考えられた。そのため、
ハン ドキャッチの必要性 を感 じることができる教材への発展が今後の課題 であつた。
ハン ドキャッチを比較す るとオーバー よ リアンダーハ ン ドキャッチの出現が高 く、上
から落ちて くるボール に対 して 自然に手が出 しやすいため と推察す る。そのため、跳
ね上がって くるボールに対 しても同 じよ うに手 を出 して しま うため失敗す る子 どもが
多かった。捕球失敗 の形態か らも、ボールヘの手の出 し方 (キャッチ ング)やバ ウン
ドす るボールの捕球の対応 に課題があつた。
両校 ともに授業評価で学習者か ら高い評価 を得 ることができ、本教材の面 白さであ
る「ボール を捕 ること」 ことだけでな く「捕 られない よ うに返球す る」 ことも面 白さ
であると感 じられた ことか らの結果であると考察す る。また、指導者や学習者 (学習




両実践か ら、ゲームでは 1人に 25回前後の捕球の機会が保障 され ることか ら、何度
でも挑戦的に課題 に取 り組 める教材であつた。捕球率は単元中盤 か ら終盤 にかけて向
上傾 向が示 され、捕球技能の習得・向上につながつた。特に捕球が得点になることで、
捕球者 はボールの正面や落下点への動 くことが求 め られ るため、捕球 における 「捕」
に至 るための動 きを学ばせ るのに適 した教材である。学習者か らの評価 も高かつたこ
とか ら、開発教材 「あつち・ こつち・ボールキャッチゲーム」は課題 の難易度 も 2年
生に とつて適切であ り、挑戦的に取 り組 める教材であると言 える。
4。「捕」の教材のプログラム例の提案
授業実践で得た結果や知見を基に して、開発教材である 「あつち・ こっち 。ボール
キャッチゲーム」のプログラム例 を提案 した。本教材のね らいや本質的な面 白さが失
わないよ うに、学級の児童の実態 を踏まえ、教材 を改変 して教材化 して扱 っていただ
けることが本望である。そ して 「捕」の教材が広が り、捕球の上達 によつてボールゲ
ームが楽 しめる子 どもが一人でも多 くなることを期待す る。
第2節 今後に向けて
第 1項 今 後 の課 題 につ い て
本教材では、捕球者 はボールの正面や落下点へ動 くことが求め られたため 「捕」に
至るための動 きを身に付 けるのに適 している。 しか し、「捕 (捕り方 )」 の局面のみを
見ると、ボール を落 とさないための捕 り方 としてかかえ込みの捕球が本教材では有効
的であつたため、ハ ン ドキャ ッチでの捕球につなが りに くかつた。その要因は、本教
材にハ ン ドキャッチの必要性が少なかつたか らと推察す る。そのため、バスケ ッ トや
ハン ドボールな どのゴール型 ゲームでのハ ン ドキャッチでの捕球 につながる教材が求
められ、本教材 を基に して 「捕 る」 と「投げる」 を組み合わせた発展教材 (例:捕つ
て投げて当てるゲーム)を今後に開発 してい く必要がある (表1)
また、実践での子 どもの捕球の実態か ら、捕球は非常に難 しい技術であることを再
認識 した。特に 「バ ウン ドボールの捕球」 と「捕球者の頭上を越 えるフライボールの
捕球」の上達が課題 として挙げ られ る。具体的には、バ ウン ドボールでは どのタイ ミ
ングで手 を出 して捕ればいいのか。 また、ボールに対 して どのよ うに手を出すのかで
ある。 フライボールでは、後方への下が り方で、半身になつて下がる動 きである。 こ
のよ うなことを改善 して、更なる上達を図るためには、低学年だけの時間数では足 り
ない。そのため 「捕」の教材 を低学年だけでな く、継続的に上級学年で も扱 ってい く
のが よい と考 える。本教材 は、低学年のゲーム領域 に位置付 けたが、中学年では、体
つ くり運動領域 。多様な動 きをつ くる運動 (用具 を操作す る運動・基本的な動 きを組
み合わせ る運動 )、 高学年では、体つ くり運動領域、体力を高める運動の 「巧みな動 き
を高める運動 (用具を用いた運動 )」 で位置付けて扱ってい くことで継続的な指導が可
能である。そのためには 「捕」に関す る6年間 (低。中 。高学年)の指導計画を立て
てい く必要がある。
表 1:「捕」の発展教材 の位置づ け
第 2項 開発教材 の発展性
小学校学習指導要領解説体育編 (2008b)では、小学校低学年のゲーム領域には、ゴ
ール型ゲームやベースボール型ゲームに発展する「ボール投げゲーム」や 「ボール蹴

































切 られた コー トの中で攻防を組み立て、一定の得点に早 く達す ることを競い合 うネ ッ
ト型 ゲームに発展す るゲームは明示 されていない。本教材 はコー ト中央部 をゴム紐で
区切 つて、捕球 と返球を繰 り返すなかで捕球の上達 をね らったゲームである。しか し、
学ぶべ き視点を変えてゲームを見 ると、捕球 されないために相手のいない位置 (スペ
ース=空間)をね らつて返球 し、捕球者 はボールを落 とさないためにスペースに走 り
込んで捕球す ることを繰 り返 している様相であつた。 この様相は、ネ ッ ト型 (攻守分
離型系)のゲームに共通す る戦術的課題 とされ る 「分離 された コー トの向こ うにいる
相手 に対 し、ボール をコン トロール させ ないよ うに攻撃 した り、 自陣の空間を守るこ
と」(岩田、2005)にあてはまるので、ネ ッ ト型ゲームに発展す るゲーム としての可能
性があると考 えることができるのではないだろ うか。吉永 (2015)は、相手 コー トか
ら送 られて くるボール を一度捕球 し、相手プ レイヤーの位置 を確認 してか らスペース
に向かつて返球す ることであれば、低学年の児童であって も十分 に学習す ることが可
能であると述べてお り、本教材 はネ ッ ト型ゲームの攻守一体プ レイ型の教材 と捉 える
ことができるだろ う。
著者の勤務す る市内の小学校では、小規模校で少人数学級が多いため、連係プ レイ
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本研究を進めるにあた り、主任指導教員の上原禎弘教授 な らびに指導教員 の森 田啓
之准教授 には、終始懇篤な御指導、ご校閲を賜 り深 く感謝御礼 申し上げます。
本研 究の審査 をいただいた山本忠志教授 には適切な御指導、御助言 を賜 り深 く感謝 申
し上 げます。
また、兵庫教育大学大学院への研修 の機会を与えていただきま した、兵庫県教育委
員会 な らびに篠 山市教育委員会、そ して、篠 山市立古市小学校の御川豊校長先生をは
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学校 の畑 中秀人先生、市野杏奈先生 と篠 山市立城南小学校の横 山稜先生、 さらに実践
に関 して御意見をいただいた篠 山市教育研究会体育科研究部の先生方 にも心か ら御礼
申し上げます。
最後 に東京書籍現職教員支援研究助成金を受けて、研 究をすす めることができたこ
に感謝いた します。
この 2年間の大学院生活は私に とつて多 くの人 との出逢 いがあ り、かけがえのない
貴重 な時間 とな りま した。今後は、 この研修で学んだ ことを実践の場で活か し、更な
る研 究、実践に励んでい く所存であ ります。心か らの感謝の気持 ちを込めま して御礼
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巻末資料①
形成的授業評価の診断基準
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はしっぱいが多かったけど、さいごのときは 1回しか しつぱいしませんで した。 うれ
しかったです。またや りたいな― と思いました。(男 KOT)
キャッチが うまくできて うれ しかつたです。でも…もうちょつとキャッチをがんば











は じめボールがなかなか とれな くて、なんかいも友だちときょうりょくして みんな
でがんばってボールのいちとかをお しえてもらって がんば りま した。がんばって とは





























ぼ くは、キャッチすることやハン ドキャッチをがんばって やっとうまくなりまし





ぼ くは、ボールキャッチげ―むで うん どうが とて も うま くな りま した。 ほかにも
どうした らいいのか と あたまでかんがえま した。ボール キャッチゲームは とても楽
しいあそびだ と思いま した。 (男 F・H)
わた しは、体い くでボール キャッチゲームを して、ボール をキャッチす るコツがた
くさんあ りま した。 あそぶ ときや うん どうす るときときにキャッチができると思いま
した。 でも、体い くを 1しゅ う間見学 しま した。その ときは、 とくてんひ ょうに○や
×をつけていま した。体い くができるよ うになつた とき、ひ さしぶ りにゲームができ













わた しは、バ ウン ドキャッチができま した。 さい しょはむずか しかつたけ ど、あと
になつてきた ら、できるよ うになつてきま した。体い くがおわつた とき、わた しはめ
ちゃ くちやあせが出ていま した。「ボールあそびは、今 日でお しまいです。」 と先生か
らきいた ら、もつとしたいな とお もつていま した。 また20分休みにボール キャッチ
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